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対話システムが与える語用論研究の新たな視点

東中竜一郎
名古屋大学大学院情報学研究科

higashinaka@i.nagoya-u.ac.jp

<Abstract> Dialogue systems, such as voice assistants on smartphones and communication

robots, are becoming more and more prevalent in our daily lives. Consequently, it is increasingly

crucial for these systems to communicate in a way that aligns with the user and the context of

the dialogue. This paper will begin by describing the basics of dialogue systems. It will then

detail recent advancements in generating utterances that are tailored to the user and dialogue

situation, drawing on examples from the live dialogue system live competition and dialogue

robot competition. Finally, the paper will explore the ways in which pragmatic research can be

applied to enhance dialogue systems and the potential for pragmatic research to be implemented

in these systems.

【キーワード】対話システム，対話状況，対話システムライブコンペティション，対話ロボット
コンペティション，大規模言語モデル

1 はじめに
対話システムとは人間と対話をするコンピュータを指す．Siriや Alexaなどスマートフォンやス
マートスピーカーとして実装されたり，Pepperのようにコミュニケーションロボットとして実装
されたりする．近年では，大規模言語モデルを用いた対話システムが多く作られており，その性
能が高まるとともに実社会においても広く利用され始めている．
対話システムは大きくタスク指向型と非タスク指向型に分かれる．前者は所定のタスクを遂行
することを目的としており，後者はタスクの遂行を主な目的としない．SiriやAlexaは基本的には
タスク指向型の対話システムである．チャットボットと呼ばれる雑談を主に行う対話システムは非
タスク指向型である．これ以外の分類として，身体を持つかどうかや入力としてテキスト，音声，
ジェスチャなどを受け付けるかどうかによっても分類される [7]．
対話システムの意義はさまざまある．まず，相手に合わせたやり取りが可能ということである．
対話では，やり取りにより相手の知識や理解の度合いが分かってくる．この特性により，ユーザ
に合わせた効率的な情報伝達ができる．また，アイズフリー・ハンズフリーと呼ばれる，画面を
見なくても，また，操作を手で行わなくても利用できるという特性もある．運転や料理などの途
中で音声を介し，他の作業と並行して利用できる．また，対話という直感的なインタフェースを
用いて機器操作ができることは大きな利点である．人工知能が高度化するにつれて，その機能を
使いこなすには熟練が必要になってくる．対話による機器操作はデジタルデバイドの解消や多く
のユーザに高度な技術の恩恵を与えうる．また，認知科学・人間科学への貢献という意義もある．
対話システムを構築することは，人間の構成論的な研究であると言える．対話システムを構築す
ることにより，人間に関する知見を得ることができる．
対話システムは，社会の中で広く使われるようになっておきており，その影響から語用論研究
との接点が多くなってきている．筆者が主催者として関わった，後述する対話システムライブコ
ンペティションや対話ロボットコンペティションでは，語用論に関わる知見が幅広く活用されてい
る．本稿では，対話システムライブコンペティションや対話ロボットコンペティションにおける
事例を参照しながら，ユーザや対話状況に即した発話の実現に向けた最近の取り組みについて述
べる．そして，語用論研究の知見がどのように対話システムに活用されるかについて展望し，対
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図 1: 画面上に表示されたマルチモーダル対話システム（CGErica）
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図 2: 第 5回対話システムライブコンペティションにおけるシチュエーション

話システムを用いた語用論研究の可能性について述べる．

2 対話システムライブコンペティション
対話システムライブコンペティションとは，聴衆の前で対話システムをライブで動作させて評価
し，対話システムの問題点をコミュニティで共有することが目的のコンペティションである [8]．
二つの部門からなり，任意の話題で会話をするオープントラックと所定の状況で人間らしく会話
をするシチュエーショントラックがある．シチュエーショントラックでは，状況に合わせてどのよ
うに発話を行うべきかに焦点が当てられており，語用論研究との関係が深い．
第 5回対話システムライブコンペティション [8] では，ユーザと表情やジェスチャを交えて話す
マルチモーダル対話システムが開発の対象であった．話者は画面上に表示される CGキャラクタ
（図 1）と対話を行う．
シチュエーショントラックでは，謝罪のシチュエーションを扱った．具体的には図 2に示され
るシチュエーションを用いた．システム側が借りていた本をなくしてしまい，それについてユー
ザに謝罪するというものである．このシチュエーションは，言語教育におけるオーラルプロフィ
シャンシーインタビュー [9] を参考に作成した．本コンペティションにおいて対話システムの評価
はどのくらい人間らしく状況にあった対話ができたかで評価されるため，人間の謝罪の方法を参
考にする必要がある．本コンペティションでは，主催者側が基準となるベースラインシステムを
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図 3: SUNABAのGUIのスクリーンショット

用意した．語用論的方策 [6] を用いたものであり，具体的には，謝罪にあたり話題の前触れ，事情
説明，責任の承認，謝罪，申し訳なさの表明，なだめ，人間関係への言及，埋め合わせ，感謝，約
束のシーケンスを行うものであった．
本トラックには 11チームが参加したが，優勝したシステムは大規模言語モデルに基づく対話シ
ステムであった [5]．大規模言語モデルとは膨大なテキストデータを基に次単語を予測するモデル
であり，文脈を与えて次単語を順次予測することで，文脈に即した発話を生成する．二位のシス
テムは，談話研究や語用論の知見を活かしたシステムであり，前述の語用論的方策を用いると同
時にマルチモーダル分析の知見を取り入れていた [4]．
対話システムの実装には一般にプログラミングなどの知識が必要となるが，第 5回対話システ

ムライブコンペティションでは，SUNABA（https://boteditor.sunaba.docomo.ne.jp/）と
呼ばれるGUI（グラフィカルユーザインタフェース）のツールを用いてマルチモーダル対話シス
テムを実現できる環境を主催者側で整えた．図 3に SUNABAのGUIを用いた対話システム構築
の様子を示す．これにより，多くの談話研究・語用論研究に関わる研究者の参加を実現でき，また
これらの分野の知見が対話システムに有効であることが確認できた．

3 対話ロボットコンペティション
対話ロボットコンペティション [1] とは，人型ロボットの対話能力を競うコンペティションである．
人と自然に対話しながら人々の活動を支援するロボットの実現を目指して，ロボットの対話技術
を，コンペティションを通して分野全体で向上していくことを目的としている．
人型ロボットは，様々なセンサを用いてユーザの音声だけでなく表情やしぐさなどを認識でき
たり，体を用いてジェスチャや表情など様々な表現ができたりする．音声対話システムよりも複
雑である反面，多くの情報や多くの表現手段を用いることで，従来の対話システムとは異なる方
法で人間との意思疎通を実現できる可能性がある．対話ロボットコンペティションは過去 2回実
施しており，直近の対話ロボットコンペティション 2022では，ロボットに関する国際会議である
The 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2022)

の公式コンペティションとして実施した．
本コンペティションに用いた対話ロボットは人間に酷似したアンドロイドである．タスクは旅
行代理店における接客（観光地のおすすめ）である．接客ではホスピタリティが求められ，その
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図 4: 対話ロボットコンペティション 2022における対話模様．左側が筆者，右側が対話ロボット．

ために状況やユーザに応じた発話や表情，ジェスチャを実現する必要がある．
コンペティションの参加者は，対話ロボットを操作するソフトウェアを開発する．主催者側で

必要なソフトウェアを準備することで，参加者はユーザの発話に対してシステム発話と表情・ジェ
スチャを生成する対話制御部のみを開発すればよいようにした．図 4にロボットとの対話模様を
示す．
優勝したシステムは，対話システムライブコンペティションと同様，大規模言語モデルを用い
たシステムであった [3]．大規模言語モデルを用いることで，ユーザのさまざまな発話に柔軟に回
答できる点が特に評価された．なお，大規模言語モデルを用いたシステムでは，発話生成を行う
方法としてプロンプティングを用いる．これは，適切な次発話を生成するための文脈を記述する
方法である．この記述は対話シナリオの作成に類似した作業であり，SUNABAと並んで簡易に対
話システムを実現する方法として有望である．その他のシステムは，ユーザの性格を推定するこ
とでユーザに応じて挙動を変えたりする [2] など，直接的に語用論研究の知見が活用されている
わけではないものの，ユーザや状況に応じた発話を行うための多くの取り組みが見られた．

4 対話システムと語用論研究
本稿でも述べたように，語用論研究は対話システムに取り入れられており，実社会における対話
システムにおいてさらなる活用が望まれる．また，対話システムを用いた語用論研究も今後活発
になると想定される．たとえば，理論の検証ツールとして対話システムは有用である．具体的に
は，実験条件をさまざま変えて人間と対話させ所定の理論の効果を実証することができる．さら
に，実際に対話システムを構築すると，システムが行うすべての挙動を扱う必要があるため，対
話システムは人間が当たり前と思っている対話現象に気づかせてくれる．加えて，対話システム
ならではの発話の用法の発見につながる可能性がある．システムだからこその言い回しや情報伝
達ができるかもしれない．
現状，対話システム構築のコストが低くなってきている．SUNABAのようなGUIを用いてもよ
いし，大規模言語モデルとプロンプティングを用いてもよい．対話システムライブコンペティション
や対話ロボットコンペティションでは，なるべく参加者が開発しやすいようにソフトウェアを準備し
ている．詳しくは各コンペティションのホームページ（https://sites.google.com/view/dslc5，
https://sites.google.com/view/drc2022-jp）を参照されたい．語用論研究の知見が対話シス
テムに用いられることに加え，対話システムを用いた語用論研究の進展が期待される．

対話システムが与える語用論研究の新たな視点
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<Abstract>
The main features of the Corpus of Everyday Japanese Conversation, CEJC, include: i) a focus

on conversations that occurred naturally in activities of daily life; ii) a balanced collection of
everyday conversations that capture their diversity; and iii) the publication of audio and video
data for a better understanding of the mechanism of real-life social behavior. The publication of
a large-scale corpus of everyday conversations that includes video data is a new approach. In this
paper, we first present an overview of the corpus, and then consider the potential of the CEJC for
pragmatics research.

1

The Corpus of Everyday Japanese Conversation, CEJC
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<Abstract>  

This study focuses on "Indirect Complaint" interactions in Japanese everyday conversations and 

examines how Japanese indirect complaints are initiated and what the complainer aims to convey. 

The results indicate that the complaints are preceded by an evaluation of th e target, followed by 

justifications, and not just by expressing emotions. This combination serves as a prelude to the 

narrative of the complaint  [“story prefaces” (Sacks, 1989)], capturing the listener's attention and 

promoting conversation participation.  This result suggests that the complainer seeks to establish 

a shared evaluation with their interlocutor about the target of the complaint during the escalation 

of the discourse.  

 

 

 

 

1.  

 (direct complaint)  (indirect complaint)

 ( , 2017) 

(Edwards, 2005)
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(complaint recipient)
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(complaint target) 4

Edwards (2005)

 

2.2.  

 “Troubles-talk” (Jefferson, 1988; Roulston, 2000)  “Complaint Narratives” 
(Drew & Holt, 1988) 
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[8-16] Traverso (2009) “Negotiations for the initiation 

of   (complaint) activity” (p.2398)
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<Abstract> This study classifies the usages of the contrastive construction “A 

NEG B (which means ‘Not A, (but) B’ in English.)” These constructions are 

characteristic of Japanese Sign Language (JSL). Moreover, it points out that 

element A, which tends to be omitted in Japanese, is referred to with this 

construction in JSL without being ignored. In Japan, NHK (Nippon Hoso Kyokai, 

Japan Broadcasting Corporation) broadcasts the program Sign Language News 

845, where deaf, native JSL signers translate Japanese manuscripts. The study 

compared these news videos of JSL with the Japanese speech simultaneously 

read. The results show the use of three negative markers: words translated as 

“different,” “not,” and one of the non-manuals (NM): “head shake.” This 

construction has discourse conditions that convey information that, in contrast to 

everyone’s shared assumption, it is B, not A. The results indicate the way 

discourses are created between Japanese and JSL differs.  
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Abstract The purpose of  this research is to reveal the upshift  in utterances of  

"gratitude" in Japanese language and to c larify its function. Upshifting in this 

study refers to the use of  polite style (-desu/-masu) and benefactive verbs (-

teitadaku,  etc.)  in  conversations based on casual style among friends.As a result ,  

upshifts are observed in 52% of utterances of  gratitude. Beneficiaries carry out 

gratitude by changing footing (Goffman 1981) from friend to benefactor through 

upshifting.  However, because upshifting removes the display of  an equal relation 

as friends, a synchronized upshift  is sometimes performed by the benefactor.  

 

 

 

over-polite

Locher 2004 89-90
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 Abstract  

One of the functions of metaphor is to exaggerate. A great deal of laundry, for example,  is 

sometimes referred to as yama-noyona-sentakumono, “a mountain of laundry” in a hyperbolic 

way. For another example, heavy rain is hyperbolically referred to as taki-noyona-ame, 

“floods of rain”. In addition, an extremely hard job is metaphorically referred to as oni-

noyona-shigoto, “a devil of a job”.  This paper attempts to analyze these metaphoric hyperbo-

les which stem from image-mappings from the perspective of grammaticalization, and claims 

that these metaphorical expressions have undergone the process to a greater or lesser extent, 

which result in the different usages.  

 

:  
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(2) … (OB0X_00002 21390) 
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(4) (OC04_01461 950) 

 

 

 

A)  

B) 
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3 4 

NP NP NP

5  

 

  

Lakoff (1987b)  (conceptual metaphor) 

 (image metaphor)  

 

(5) a. My wife . . . whose waist is an hourglass.  

b. His toes were like the keyboard of a spinet.  

(Lakoff and Turner 1989: 90)  

 

Lakoff (1987b)  (conceptual structure) 

 (mental image) 

(5a)

(5b) 
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 (Lakoff 1987c: 146)  

Lakoff (1987a)  

 

(6) a. pedigree :  

b: dunk   :  

 

pedigree

pie de grue

dunk 

pedigree dunk

 (Lakoff 1987a: 144)  

 

  

Traugott (2010) 

 (reduction)  (expansion) 

 

Bybee (2015)  (category ex-

pansion)  

 

(7) Grammaticalizing constructions also have slots or categories that start out as 

semantically restricted, but expand or become more schematic (covering more 

meanings) during the process. 
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聞き手の commitment から見た規約的含意表現 as を含む節の意味解釈
徳永　和博

三重大学 (特任講師)

toku8nn@gmail.com

〈Abstract〉
This study reexamines parenthetical as-clauses that appear in sentence-initial or -final positions us-

ing a commitment-based framework (Geurts 2019). Parenthetical as-clauses have been characterized

as expressions representing conventional implicature (CI; Potts 2002, 2005). However, this argu-

ment does not explain why negating the content of as-clauses is rendered felicitous, unlike other CI

expressions. This paper contends that parenthetical as-clauses indicate assertoric commitment and

hence require interlocutors to share their commitment to the content of the clauses (“commitment

sharing” in Geurts’s terminology). Commitment sharing can be a starting point for negotiation

between interlocutors. If the hearer declines to be committed to the content of the as-clauses,

commitment sharing does not take place. This process explains why the content of parenthetical

as-clauses can be denied in contrast to other CI-expressions.

Keywords: as-clause, commitment, conventional implicature, corpus, sociopragmatics,

speech act

1. はじめに

本稿は (1)のような「挿入節として用いられる as 節 (parenthetical as-clause)」を対象に、Geurts (2019)

の commitment の枠組みを用いて、その語用論的特徴を検討する 1) 。Potts (2002) は挿入節の as 節を 2種
類に分類している。(1a)の as 節内では predicateに当たる部分 (solved the problem) が did で置き換えられ
ており、(1b)の as 節内では、節 (cryptography is a blast) が省略されている。Potts (2002)では、それぞれ
Predicate-as、CP-as と呼ばれている。当該 as 節は、(2a, b)の特徴が指摘されている。

(1) a. Juan solved the problem, as Sven did. [Predicate-as] (Potts 2002: 650; 下線は筆者)

b. Cryptography is a blast, as Alan claimed. [CP-as] (ibid.: 624; 下線は筆者)

(2) a. 挿入節の as 節は conventional implicature を示す表現 (CIs)の 1種である。話し手は as 節の内
容を真だと思っていることが規約的に含意される 2)。 (Potts 2002, 2005)

b. CI 表現の内容は、話し手も聞き手も否定の対象に
�������
しにくい特徴を持つ。 (Potts 2007)

第 3 節で確認するように (2b) の特徴づけには検討の余地がある。他の CI 表現と比べると、as 節は聞き
手が否定の対象に

��������
しやすい傾向があるからである。そこで本稿では、第 4 節で取り上げる Geurts (2019) の
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commitment sharing の枠組みを用いて、as 節が持つ社会語用論的な特徴を分析し、聞き手の立場から as 節
の内容がどのように談話内で理解されるのかを明らかにする。そして、結論として以下の 3点を主張する。

(3) i. as 節は「節内の内容が真であるように振舞う」という「話し手の commitment」を表明する。

ii. commitment の観点から見ると、as 節は assertion に類似した特徴を持ち、他の CI 表現と異な
り、commitment sharing を要求する。

iii. (i, ii) が as 節の内容の否定のされやすさに貢献している。

2. 先行研究

2.1. CI表現としての as 節の特徴

　 Potts (2005, 2007)は、conventional implicature を示す様々な表現 (CI表現)を扱っており、CI表現の意
味は文の真理条件的な意味から独立していると述べている。例えば、 (4) の挿入句 the cyclist は、真理条件
的な意味 (Descriptive: �Lance Armstrong battled cancer� という命題の真偽に関わる意味)とは独立した規
約的に含意される意味 (Lance Armstrong is a cyclist という意味)を表している 3)。

(4) Lance Armstrong, the cyclist, battled cancer.

Descriptive4) = Lance Armstrong battled cancer.

CI = Lance Armstrong is a cyclist. (Potts (2007: 668)より本文に合わせ引用)

CI 表現の意味が真理条件的意味と大きく異なる点は、CI 表現の意味は、談話内で話し手と聞き手の間の
common ground に入るという点である。つまり、対話者間で共通知識として認識される情報なので、話し手
にとっても、聞き手にとっても、真であることが当然のこととして談話内で認識される。例えば、(4)の場合、
CI表現 the cyclist の意味である「Lance Armstrong が cyclist であること」は、聞き手によって疑問の対象
になったり、真偽を問われたり

���������
されにくいということになる 5)。実際、Potts (2007) は、聞き手が No, that’s

wrong と反対しても、ほとんどの場合、Lance Armstrong battled cancer という Descriptive の内容を否定し
ているように受け取られると述べている (Potts 2007: 672-673)。このように、CI 表現は、聞き手によって否
定の対象に

���������
されにくいという特徴がある。

Potts (2002) は、本稿で扱う as 節も CI表現の一種として分類している。(5) のように、as 節内の内容が
真であることを規約的に含意する語であると述べている。

(5) As-morphemes conventionally implicate the truth of their complement [. . . ]

(Potts (2002: 684)より本文に合わせ引用。下線は筆者)

これまでの Potts の一連の研究を踏まえると、CI 表現である as 節も聞き手から否定
����������
されにくい特徴を持つ

と予測される。しかし、コーパスデータを観察すると、(6a)のように as 節の内容を否定したり、(6b)のよう
に as 節の内容に嫌疑を示したりしている例が見つかる 6)。
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(6) a. “But I am not an unmarried young lady, as you are.”

“I am not so young any more, ” Tess rejoined. (COCA: fiction)

b. Robin Roberts Our thanks to the Game Show Network. For more nostalgic game show fun

check out Game Show Network’s “Play It Back” series featuring each decade’s best shows,

that’s starting September 7th as you said. Bob Eubanks Did I say 7? Robin Roberts That

was close enough. You still said Garvin, Gavin. (COCA: spokenより本文に合わせ引用)

(6a) は、男性である話し手が「自分はあなたのような未婚の若い女性ではない」ということを述べ、聞き手
である Tess が「自分はもうそれほど若くない」という返答をしている。Tessは、話し手が述べた主節の内容
に対して否定をしているのではなく、明らかに CI表現の as 節の内容を否定している。(6b)についても同様
である。話し手 (Robin Roberts)は概略「あなたが言ったように、Game Show Networkの Play It Back シ
リーズが 9月 7日に始まる予定である」と述べているが、その直後、聞き手 (Bob Eubanks)は「7日と言いま
したか」と疑問文で応答している。その後の話し手の返答 (That was close enough) から分かるように、話し
手は聞き手が実際に述べた日付と異なる日付を言っており、聞き手にとって偽の情報を述べている。こうした
例を見ると、挿入節の as 節は、否定のされやすさに関して、他の CI 表現と異なる特徴を持つのではないかと
いう疑問が生じる。次節では、この疑問点を確認するために行った簡易的な容認度調査と、その結果について
説明する。

3. 容認度調査

3.1. 容認度調査の概要

　容認度調査の概要は (7)である 7)。もし、as 節が他の CI表現と同様に否定
����������
されにくい特徴を持っていれば、

容認度が低下することが予測される。

(7) テスト概要

a. オンライン上のテスト (the PsyToolkit platform) を使用 (Stoet 2010, 2017)。

b. Prolific を利用し、アメリカ英語母語話者 10 名に容認度調査を実施。

c. フィラー文を含んだ会話のペアがランダムに表示され、聞き手の返答が自然かどうかを 4つの尺度
(Extremely natural (EN)、Somewhat natural (SN)、Somewhat unnatural (SU)、Extremely

unnatural (EU))で答える形式を取った。

d. 文頭・文末で使われる Predicate-as と CP-as を否定する返答 (No, that’s wrong) を含んだ会話
例を提示した。

3.2. 容認度調査の結果

　以下、(8)から (15)までが、テストに用いた会話例と容認度調査の結果である。as 節は文頭か文末かの 2つ
のタイプがあり、as 節内の主語は、1人称か 2人称かのバリエーションがある。naturalか unnaturalかで人
数が多かった方を太字にしている。(8)-(11)は CP-as、(12)-(15)は Predicate-as である。
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(8) [CONTEXT: A few days ago, Speaker A said to Speaker B that the tunnel has been under

construction for three years. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: Just as I said, the tunnel has been under construction for five years.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: You didn’t say that].

結果: EN (2), SN (4), SU (3), EU (1)

(9) [CONTEXT: A few days ago, Speaker B said to Speaker A that the musical has been running for

two months. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: Just as you said, the musical has been running for two years straight.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: I didn’t say that].

結果: EN (4), SN (3), SU (3), EU (0)

(10) [CONTEXT: A few days ago, Speaker A said to Speaker B that the new train carries over 500

passengers. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: The new train carries over 300 passengers, as I said.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: You didn’t say that].

結果: EN (2), SN (4), SU (1), EU (3)

(11) [CONTEXT: A few days ago, Speaker B said to Speaker A that the new concert hall can accom-

modate over 2000 people. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: The new concert hall can accommodate over 1000 people, as you said.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: I didn’t say that].

結果: EN (3), SN (5), SU (2), EU (0)

(12) [CONTEXT: A few days ago, Speaker A said to Speaker B that Speaker A bought an older version

of iPhone. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: Just as I did, Mike bought the latest iPhone.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: You bought an older version of it, not the

latest one].

結果: EN (3), SN (5), SU (1), EU (1)

(13) [CONTEXT: A few days ago, Speaker B won second prize in the lottery. Speaker B wants to

point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: Just as you did, Juan won first prize in the lottery.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: I won second prize, not first].

結果: EN (6), SN (1), SU (1), EU (2)

(14) [CONTEXT: Speaker A is not so young. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: You’re a young unmarried scientist, as am I.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: You’re not so young any more.].

結果: EN (3), SN (0), SU (7), EU (0)

(15) [CONTEXT: Speaker B is not so young. Speaker B wants to point out Speaker A’s mistake.]

Speaker A: I’m a young unmarried scientist, as are you.

Speaker B: No, that’s wrong [intended meaning: I’m not so young any more].

結果: EN (4), SN (2), SU (4), EU (0)
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(8)から (15)において、(14)以外は、すべてのケースで as 節内の内容を否定する that’s wrong を使った返答
の容認度が高い結果となった 8)。簡易的ではあるが、ここから、Potts の 主張と異なり、as 節の内容を否定す
ることは認可される場合が多いことが分かる。これは、他の CI 表現と異なり、as 節の内容が真である情報と
して対話者間の common groundに入るものではなく、話し手と聞き手の間で共通知識として認定するかどう
かの negotiation が行われることを示唆している。この点で、(5) の一般化は再考の余地があるといえる。こ
れを踏まえて次節では、commitment の側面から Potts の as 節に対する特徴づけを捉え直していく。

4. Commitment-based theory による分析

4.1. Commitmentについて

　まず、commitment の概念について概説する。commitment とは、元々言語哲学の分野から提案された概念
で、簡潔に言えば、コミュニケーションを「他者との間に規範的な関係を創り出す行為」と捉える社会的概念
である 9)。このアプローチでは発話の意味を以下のように捉えている。

(16) 「話し手が何かを意味し、聞き手がそれを受け取ったときに、話し手と聞き手はそれからどういう振る
舞いをするよう義務付けられるのか」(三木 2022: 7) という規範性 (normativity) の観点から話し手
の意味を分析する。

つまり、発話の意味を話し手の信念や意図という心理的な概念で捉えるのではなく、「その発話は対話者間でど
ういう振る舞いを期待させるものなのか」という発話によって生み出される規範的な関係をベースにして発話
の意味を考える。本稿で採用するのは、その中でも Geurts (2019)で提案されている social commitment と
呼ばれる枠組みである。
Geurts (2019) は、(17)のように commitment を「話し手」、「聞き手」、「命題」の 3 項関係で捉えている。

この 3項関係は Ca,bp と表され、「p であるという前提のもとに行為する」という話し手 a の聞き手 b に対す
るコミットメントの表明であると説明されている (田村 2021 : 89)。

(17) [C]ommitment is a three-place relation between two individuals, a and b, and a propositional

content, p: a is committed to b to act on p, or Ca,bp, for short.

(Geurts (2019: 3-4)より本文に合わせ引用)

(17) は話し手側からの commitmentを示した定義だが、重要なのは聞き手側も話し手の命題に commitする
という点である。これを commitment sharing (以下、CS)と呼ぶ。(18)はその定義である。

(18) Commitment Sharing (CS)

If Ca,bp, then ceteris paribus Cb,ap (Geurts 2019: 17)

(18)では、「話し手側だけでなく聞き手側も、特別な事情がなければ (ceteris paribus)、話し手が発話した p

が前提になるように行為する」という commitmentが成立するということが述べられている。つまり、Geurts

(2019) のいう commitment とは、話し手と聞き手の同意によってはじめて成立する関係であり、両者が受け
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入れなければ成立しない関係である (Geurts 2019: 19)10)。(17)と (18)について、Agnes が Bruce に “Clyde

is mowing the lawn” と assert した場合を例に考えてみよう。Geurts (2019) の枠組みに従えば、まず (17)

より Ca,bp が成り立つので、話し手は聞き手に対して (19a) のような commitment を示すことになる。そし
て、CS が成立すれば、(19b)のように、聞き手側も話し手の命題に commitすることになる。

(19) a. Agnes は Bruce に対して �Clyde is mowing the lawn� が真であるように振舞う。 ((17) より
Ca,bp)

b. Bruce も Agnes に対して �Clyde is mowing the lawn� が真であるように振舞う。 ((18) より
Cb,ap が成立)

CS が成立すれば、命題 �Clyde is mowing the lawn�は話し手と聞き手の間で真である情報として対話者間で
共有されることになる。聞き手に CSが拒否された場合は、この assertion は「真の情報を伝える」という機
能を果たせないので、談話の更新に寄与しないことになる 11)。CSの枠組みから考えると、assertion は「話し
手が真であるように振舞う情報を伝える行為」というだけでなく、「相手にもそれが真であるように振舞うこ
とを促す行為」(規範に基づく社会的関係を構築する行為)ということができる。次節では、これを踏まえて、
as 節が assertion に類似した特徴があることを検討する。

4.2. as 節の assertion らしさ

　他の CI表現と違い、as 節の内容が否定されやすい要因を検討するうえで参考になるのが Green (2000) の
研究である。Green (2000) によれば、(20) は 2 つの assertion に分類できるという。ひとつは、if snow is

white then grass is green という assertion であり、もうひとつは、「発話者は雪は白いものだということに
commitしている」という as 節の表す assertoric commitment である。この as 節の assertion らしさを念頭
に置いて、Green (2000, 2018) は (20) のような as 節を a weak illocutionary force indicating device (weak

ifid)と呼んでいる。

(20) If snow is, as I suppose, white, then grass is green. (Green 2000: 447より本文に合わせ引用。下線
は筆者)

weak ifid について、Green (2000) は (21)のように説明している。

(21) For the use of such a parenthetical as ‘. . . , as I believe’, permits the speaker to undertake

assertoric commitment to a content without asserting it. Doing so can enable the addressee

to understand the speaker’s peculiar commitments without the speaker having to shoulder an

unwanted argumentative burden.12) (Green 2000: 460; 下線は筆者)

(21)では概略、「as I believe のような挿入節を使用することによって、話し手は assertion の内容を直接 assert

することなく、その内容について assertoric commitment を表明できる」ということが述べられている。換言
すれば、挿入節の as 節は assertion の一種ということである。
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これまで見てきた Geurts (2019) の枠組みと Green (2000) の分析を基に as 節の社会語用論的特徴を考え
ると、as 節は assertion のように、話し手の assertoric commitment (話し手は聞き手に対して as 節の内容
が真であるように振舞うこと) を表明する表現であり、これに加えて、聞き手との CS を要求する表現である
と言える。CSを要求するということは、聞き手は as 節で示された内容に commitするか、しないかが求め
られることになる。これが、否定の

���������
されやすさに貢献していると考えられる。もし CS が成立し、話し手も聞

き手も as 節の内容を真であるように振舞うことに commit すれば、他の CI表現と同様に、as 節内の情報は
対話者間の共通知識として扱われる。一方、話し手が as 節によって提示した内容に対して、聞き手が否定し
たり、嫌疑を示したりすることによって「事後的な修正」13) が行われた場合は、CS が成立せず、as 節内の情
報は対話者間の common groundに入らないといえる。

5. 結論

　本稿では、他の CI 表現と異なり、as 節の内容が否定されやすい点に注目して、その社会語用論的要因を
commitment-based theory の観点から検討した。結論として、挿入節として使われる as 節は、「節内の内容
が真であるように振舞う」という話し手の assertoric commitment を表明し、commitment sharing を聞き手
に促す表現であるため、聞き手がそれを共有するかどうかの選択が生まれるので、否定

���������
されやすいことを指摘

した。
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注
1) 本稿では Potts (2002, 2005)の用語に従う。
2) 澤田 (2020: 26)によれば、implicature は「推意」という訳語が定着しているとされており、本によっては conventional

implicatureを「慣習的推意」と呼ぶが、本研究では特に区別なく「規約的含意」と呼ぶ。
3)Potts (2005)では、非制限用法の関係節や文副詞、敬語や expressivesなど多様な CI表現が扱われている。こうした理由
から、厳密に言えば、ここで対象としているのは「狭義の CI表現」である。

4)Descriptive は Potts (2005) などで at-issue meaning (真理条件的な意味) と呼ばれるものと同様のものである。また、
CI 表現の意味が真理条件的な意味と独立していることをどう確認するのかということや、CI 表現のその他の特徴につい
ては Potts (2005)を参照。また、Gutzmann(2013)は先行研究の主張の優れたまとめとなっており、CI表現の研究を概
観するうえで有益な文献である。

5)Potts (2007) では、この特性を assertoric inertia と呼んでいる。
6) 用いたコーパスは Corpus of Contemporary American English (COCA) (Davies 2008-) である。検索日は 2022年 9

月 27日である。
7) ここで行った容認度調査は非常に簡易的なものであり、今後より厳密な形で行う必要がある。
8)(14)は容認度が低いが、この要因については今後の課題としたい。
9)commitment の捉え方や定義は様々である。言語哲学の立場からは三木 (2019, 2022) やMichael (2022)、社会語用論の
立場からは Elder (2021)、関連性理論の立場から Boulat and Maillat (2017)、speech act 関係では Fogal et al. (2018)

がある。また、Michael (2022) は規範性が関わる事例だけではなく、心理的な要因も commitment の形成に重要な役割
があると主張し、実験によって仮説を検証している。
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10)commitmentベースの speech act に関する研究は歴史が古く、MacFarlane (2011) では、assertion と commitment に
ついての研究は Peirce (1934) まで遡れることが述べられている。また、代表的な研究も列挙されている。

11)Geurts (2019) は、common ground ではなく、CS が談話の更新に関わるという立場に立っている。
12)Green (2000: 460) では、“without the speaker having to shoulder an unwanted argumentative burden” とされて
いるが、これは筆者の見解とは異なる。例えば (6a) のように聞き手の考えている事実と異なることを as 節で言われた場
合、話し手は聞き手から非難される可能性もあると思われる。

13) ここでは、話し手がまず commitment sharing を要求し、それに対して聞き手が事後的に共有を否定しているという意味
で「事後的な修正」という表現を用いている。
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Abstract The purpose of this study is to examine the close 

relationship between friends. To approach it, this study analyzes “self -
deprecation – agreement of self-deprecation” sequences, which causes 

inferiority complex of the self-deprecation’s speaker. Results of the 

analysis by using Conversation Analysis as the research methodology, I 
found that the speakers structure the conversation relying on “The 

recipient knows who he is”, and the recipients also shows by his response 
that he knows the speaker. Therefore, participants were referring to each 

other's knowledge and using it as a resource to structure their 
conversation. This could be one basis for being intimate.  
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13 [ - 
14                   [hhh 
15 - :: : [ . 
16 [haha (h) (h) (h)  
17 hoho.hh 
18 [ ::, 
19 [na = 
20 = (.) .(0.3) . 
21  
22 :. 
23 (0.7) 
24 , 
25 (1.0) 
26 :: , 
27 (2.0) 
28 .= 
29 =< > huhuhu 
30 .hhhhhh h h h: 
31 .h .h .h .h 
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32 haha: 
33 ¥ : ¥  
34 ::.( h h h h h h-) . 

¥ :
¥

12  
23 .h:::: : ::, 
24   ,(.) [ ,] 
25      [  ] .(( )) 
26 (0.7) 
27   ?(.) ::. 
28 nhh 
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29 (8.0) 
30   < > , 
31   [ :.  ] 
32                                   [(cough)] 
33 , 
34 (1.5) 
35 , 
36 > <.= 
37 = . 
38 (2.0) 
39 .hh 
40 . 
41 (2.9) 
42   . 

< >
,

:.

.
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<Abstract> Utilising conversation analysis, this work focuses on complexity of participation 

in institutional multi-party activity of the School Management Council. In the meeting, the 

principal takes a representative position to deliver the report, but has not been involved in 

the work; which is instead carried out by the practitioner-in-charge. The paper illustrates the 

principal’s practice to request confirmation without ceasing the reporting by a temporal gaze 

shift to the practitioner. The practice makes it relevant for a minimal engagement of the 

practitioner to approve or complement the content of the report. Such mutual orientation 

promotes groupness providing the report from the organisation, not the reporter individually. 
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写真の撮影日

や撮影場所のような、コンテンツ自体から分離した形でデータの情報を記述する従来

型のメタデータとは異なり、
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<Abstract> This paper compares the vocabulary denoting the speech act of 

confiding in Japanese, Chinese, Korean, English, German, and Russian from the 

viewpoint of figurative language and describes similarities and differences among 

them. It classifies the vocabulary according to what sense each item is used in to 

mean “to confide”. The six languages are similar in that they have many items 

with a sense “speak”, “open”, “take out”, or “show”. The items with any of the latter 

three senses can be given a unified account if the act of confiding is to be 

conceptualized as that of opening the speaker ’s heart, take out and show what is 

hidden in it. 

 

 

 

 

 

Web of Science CiNii  
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a secret one’s heart

 

 

confess

 

 

 

1  

 

1

 

 

  gàobái[ ]  sù[ ]  tánx n[

]  t nbái kopayk[ ]-hata  kocoy[ ]-hata  

tayta  capayk[ ]-hata speak out one’s heart speak (out) 

one’s mind tell  vygovorit’  vygovorit’sja  govorit’ po dušam

 confess fess up admit acknowledge own  own up  

gestehen  eingestehen  zugeben  bekennen  Farbe bekennen  

einbekennen soznat’sja  priznat’sja  

chànhu [ ] yeycham[ ]-hata  chamhoy[ ]-

hata pokajat’sja  

gòng[ ]  gòngch ng[ ]  gòngrèn[ ]  zìgòng

cakong[ ]-hata  
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hé pán tu  ch ]  

 confide  doverit’  poverit’  

 vydat’  

hoypho[ ]lul selo nanwuta podelit’sja  razdelit’ 

 

 (kasum.ul / kantam.ul) thel.e-nohta  

t ox n

t o x nw zi nay-po.ita out with it

let it all hang out auspacken

 vyložit’  vyložit’sja

t t lù

t shí key.wuta  seltho[ ]-hata  siltho[ ]-

hata  sil-thoceng[ ]-hata  tholo[ ]-hata  thosel[ ]-

hata  thoceng[ ]-hata  thochwul[ ]-hata  thopha[ ]-hata  

tho[ ]-hata spit it out  

 come out  come out of the closet  come 

out with herausr cken  

 pour out  izlit’  izlit’sja  

 obrušit’  

tòud tòutáng  

dào[ ] q ngsù[ ]  q ngt [ ]  

ocang[ ] kkaci twi-cip.e-po.ita  

bàolù ]  liàngch u

]  liàngd ] liàngs ]  shì’ài[ ]  t nlù

t nlù nay-po.ita reveal  disclose disbosom

unbosom declare  expose  offenbaren  sich offenbaren  

verraten  

kka-nohta bare lay bare unveil uncover  unclothe  

undress enthüllen  obnažit’  

chénqíng

phye-nohta razvernut’  

p  g n lì 
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d n p  g n lì xuè p huái p lì p lù 

g nd n kasum.ul heychye-nohta  kantam.ul 

heychita  kantam.ul yel.e-nohta  sok(.ul)/ma.um.ul the-nohta  

philyek[ ]-hata open  open up unlock  öffnen  

sich öffnen otkryt’  otkryt’sja  raskryt’  raskryt’sja  

priotkryt’  

 

bàoliào  

 pwulta  pwullim-hata  

 disburden unburden unload get off one’s chest  

vygruzit’  vyvalit’  

 come clean make a clean breast of 

ji odài[ ]  

ji ox n[ ]  shízh o[ ]  tóuàn zh o zh ogòng

zh orèn zhísh  xi ngyì zìsh u   

capok[ ]-hata caswu[ ]-hata blurt out cry on 

someone’s shoulder  beichten  singen  otvesti dušu  

posvjatit’  ispovedovat’  ispovedovat’sja ob”jasnit’sja v ljubvi 

 

 

Sweetser (1990: 42, 45)
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otkryt’

.1988

phye-nohta

. 2018

 

 

 

Lakoff and Johnson (2003[1980])

 

make a clean breast of 

mark

2005 151

 

cry on someone’s shoulder

Deignan (2005: 65 78 )

79  

2005 152  
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Lakoff and Turner (1989: 67); Lakoff (1993: 210)

(3) (5)

unravel vystavljat’ razorvat’

 

 

(1)

19  

(2)

2  

(3) He broke into my very Soul by it ; and I unravell’d all the Wickedness of my 

Life to him: (Daniel Defoe, Moll Flanders. Penguin Classics: 366) 

176  

(4) i xot’ i vnutrenno stydjas’ togo, to vystavljaet svoi intimnejšie uvstva, tak 

skazat’, na «vseobš ij pozor», (F.M.Dostoevskij, Brat’ja Karamazovy. Polnoe 

Sobranie So inenij v Tridcati Tomax, Tom etyrnadcatyj. Izdatel’stvo Nauka: 423) 

9 4  

(5) Ved’ ja, tak skazat’, dušu moju razorval popolam pred vami, (ibid.: 446) 

9 7  

 

 

make a 

clean breast of cry on someone’s shoulder

2020

Coleman and Kay (1981) 

Lakoff (1987) 
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Olga Anosova

 

admit acknowledge

 

Pip Jaggers

 

“....But now, about this other matter. I’ll put a case to you. Mind! I admit nothing.” 

(Dickens, Charles. Great Expectations. Penguin Classics: 412f.) 

I acknowledged my sin unto thee, and mine iniquity have I not hid.  (Psalm 32: 

3-5, KJV Open Bible, Thomas Nelson.) 

Dancygier and Sweetser (2014: 65 90 )

 

Dancygier and Sweetser (2014: 83 115 )

mental detox

 

 

 

Coleman, L. and P. Kay 1981. “Prototype Semantics: the English Word ‘Lie’.” 

Language 57(1), 26-44. 
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<Abstract> 

This study examines how Japanese speakers describe themselves as X na hito or X suru 

hito [I am the kind of person who is/does X] in conversation. This X na/suru hito 

construction serves as a platform for self-representation in Goffmanian sociology 

(Matsuoka, 2021), albeit stigmatized as a sign of a speaker’s arrogance. A quantitative 

analysis of approximately 200 hours of conversations shows that the construction is found 

across age groups, used typically by female speakers, and often co-occurring with certain 

self-referring expressions and clause-final particles. A qualitative analysis identifies 

several interactional patterns preceding and following the construction. 
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2001
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 2001  
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2021 self-presentation; Goffman 

1959, 1981
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1

 

 

 

 

<Abstract> Through comparisons with the words b ng, wèi, and xiàng, this paper aims to 

explore the usage restrictions and pragmatic functions of g i in Chinese to shed light on the 

pragmatic aspect of construal, a concept in cognitive linguistics. The results indicate that g i 

is often used in private situations and intimate relationships. From this, two pragmatic 

functions are adduced: showing an intimate relationship with the hearer and shortening the 

speaker’s personal distance from the hearer. This paper further suggests that the concept of 

construal is not simply concerned with how the speaker construes an event, but that the aspect 

of the speech situation should also be taken into consideration.  

 

1

 (give)

(help)

(for) (to) 

 (construal) 
2  

4 2

3

4

2  

3  
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(1) a. 

  b. ?  

(17) (18b) 2009: 4  

 

2009: 4  (1b) 

 

 

(2)  

2009: 4-5  

 

 (1a) 

2009: 5  

 

2005

3

 

 

(3) a.  

    b.  

 (19A) (19’) 2005: 116-115  

 

(3) 

2005: 115 (3a) 
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2005

2005

2005

4 2005

(3a) 

2

 

 

3

3.1  Gu (1990) 

3.2 2 3.3

3.4  

3.1.  

5  

 

(4) a.  

b. 

(4a)  (4b) 

 (4a) 

(4b) 

(4a) (4b) 
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(5) a.  

b. 

(5a)  (5b) 

(5a) 

(5b) 

(5a) (5b)  (5a) 

(6) a.  

b. 

 

(6a)  (6b) (4) (5) (6a) 

(6b) 

 (6b) 

(6a) 

(6a)  
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3.2  

 

3.2.

Brown and Levinson (1987) 

(Ide 

1989; Gu 1990) Gu (1990)  

 

(7) a. (T)he Chinese notion of negative face seems to differ  from that defined by Brown  

and Levinson. For example, offering, inviting, and promising in Chinese, under 

ordinary circumstances, will not be considered as threatening H’s negative face, 

i.e. impeding H’s freedom.  

b. (I)n interaction politeness is not just instrumental. It is also normative.  

(Gu 1990, 241-242) 

 

Gu (1990)  (l mào)  (respectfulness), 

 (modesty)  (attitudinal warmth)  (refinement) 4  

(sincerity)  (balance) 2  

Gu (1990: 239)  “self ’s 

demonstration of kindness, consideration, and hospitality to other” (7a) 

Brown and Levinson (1987) 

 (Huang 2008: 99-100)  (Zhu and Bao 2010: 851) 
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Gu (1990) 

 

 

3.3.

3.1

3.1

 (4a) 

 (4b) 

 

(8) a.  

    b.  

 

 (8b) (8b)  (8a) 

6

 

 

3.4.

 

 

(9) a. (C)onstrual is not simply a cognitive process. Construal is always for a purpose in  

a communicative act. That is, meaning involves construal for the purpose of 

communication. (Croft 2009: 410)  
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  b. construe;  

2006: 7  
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4  

 

 

1 25 2022 11 26
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<Abstract>  

This study aims to clarify the features of instructors’ verbal and nonverbal 

behaviors and learners’ reactions by observing the interactions in a classroom 

practicing the Japanese dance Noh. It uses multimodal conversation analysis to 

examine video-recorded data. Results show that, first, the instructor starts a 

correction sequence by identifying problems with the learner ’s bodily movements. 

Second, the instructor demonstrates the correct movements and compares them 

with those that the learner is struggling with. Third, the learner is observed to 

adopt the said bodily corrections by imitating the instructor ’s movements.  
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Changes in Linguistic Landscape of Japan: Life ‘with Corona’ 

Saya IKE 
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<Abstract> 

This study investigates longitudinal changes in COVID-19 related signage in Japan. Collecting 

over 2,000 signs in Kyoto and Nagoya over two years, it documents the ongoing changes in 

Linguistic Landscapes (LL). The data reveal a significant decrease in bottom-up temporal 

request signs and increase in unified and formularised request signs. While many signs were 

put up in front of the shops in 2021, signs were discreetly displayed inside the shops (i.e., 

backgrounded) in 2022. The backgrounding of such signs also suggests that the signs have truly 

become part of the ‘landscape’, losing the primary function of being noticeable. The current LL 

investigation proves that the LL is fluid and mirrors what is valued at the time in a given society. 

 

Keywords linguistic landscapes, COVID-19, directive speech act, signage 

 

 

1. Introduction 

The COVID-19 pandemic in 2020 stopped the world, and our mobility was severely restricted. 

The first case of the COVID-19 in Japan was identified on January 16th, 2020, followed by the 

first ‘state of emergency’ announced by the government on April 7th. Then, the Linguistic 

Landscapes (LL) drastically changed all over the world. This study investigates longitudinal 

changes in COVID-19 related signage in Japan. Upon collection of over 2,000 signs in Kyoto 

and Nagoya over two years, it documents the ongoing changes of social norms and practices 

reflected in the local LLs. 

 

2. Background 

The theory of Linguistic Landscape (LL) was proposed in the 1990s by scholars such as Spolsky 

and Cooper (1991) and Landry and Bourhis (1997). LL in general refers to the language signs 

that are visible in public spaces such as road signs, billboard signs, and shop signs. Earlier 

studies (e.g., Landry & Bourhis, 1997; Spolsky & Cooper, 1991; Tan, 2014) focused on 
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bilingual communities where two or more languages were spoken on a daily basis, and argued 

that the language choice in signs represented the identity of community. The study focus was 

then expanded to multilingualism, and many studies have been conducted to document the use 

of English as an additional language in sign in the wave of globalisation (e.g., Backhaus, 2007; 

Malinowski, 2010; Reh, 2004). Reh (2004) especially discusses the level of English translation 

of the original, dominant language, whether it is a complete translation of the message or partial 

translation. More recently, multimodal aspects of LL have been discussed. For example, 

Jaworski and Thurlow (2010) use a term ‘semiotic landscape’ and argue for taking into 

consideration of the use of space where signs are placed. Similarly, Marshall (2021) shows 

some examples of signs integrated into objects in a park, naming them ‘grassroot artefacts’.  

Also, there have been more selective approaches, focusing on a specific type of signs such as 

graffiti (Pennycook, 2010) and tourism posters (Jaworski & Thurlow, 2010), or specific location 

within the areas such as stations (De Los Reyes, 2014). Pragmatic aspects, especially directive 

speech acts, have also been recently focused 

Nishijima, 2014; Svennevig, 2021). 

In the last few years, the LL drastically changed around the world, heavily influenced by 

the demographic and social changes under the pandemic. There have been reports of the shift 

from multilingual signs to monolingual (Dunn, Coupé, & Adams, 2020; Marshall, 2021; 

Nakamura, 2022). In particular, Marshall (2021) reports the increase of top-down signs issued 

by national and/or local government authorities, and Ike and Hori (2021) report such signs were 

often related to directive speech acts, such as reminding to keep social distance, repeatedly 

sanitize or wash your hands, and to wear masks. Also, Nakamura (2022) argues that signs in 

Tokyo-Kanagawa area are not sufficient for non-Japanese speaking residents. However, there 

has not been sufficient studies on LL, especially in the COVID era. Thus, this study attempts 

to fill the gap by longitudinally documenting the LL in two cities in Japan, Kyoto and Nagoya.  

In what follows, it will present the overview of the data, show preliminary pragmatic 

analysis of signage related to COVID-19, and report changes in LL over the two years.  

 

3. Survey 

The first preliminary survey was conducted in July to August, 2021 in Kyoto, and the second 

follow-up survey was conducted one year later in August, 2022. The survey area was also 

expanded to include Nagoya for comparison.  

Changes in Linguistic Landscape of Japan: Life ‘with Corona’

－179－



The areas were chosen following , who found over 1,000 items in a 190m 

street in Tokyo. The area in Kyoto is approximately 400 square metres around Karasuma 

subway station in Shijo area (one of major tourist spots in Kyoto), consisting of four blocks and 

include key industries (banks, post offices), large commercial institutions (department stores, 

company buildings), franchised restaurants/shops, private shops/restaurants, and residential 

buildings/houses. An area in Nagoya was then chosen to match the area in Kyoto for the second 

survey. It is also approximately 400 square metres around Sakae station, a popular tourist spot 

in Nagoya, consisting of six blocks with a similar mixture of buildings.  

Taking a selective approach, signs visible from a street were surveyed but only the signs 

identified as COVID-19-related were photographed. The main criteria for identification were 

specific words such as ‘corona (COVID-19)’, ‘kansen (infection)’, ‘shodoku (sanitising)’ and 

‘kyori (distance)’, as well as notification of restricted business hours and entry ways that were 

in practice at the timei. Individual items were all separately recorded. In addition, multiple items 

were often placed next to each other and displayed together. Taking a semiotic landscape 

approach, multiple signs in one space were also recorded as a combination sign.  

Each sign was then coded partially basing on classification by Reh (2004), according to 

its place type, duration type, modality type, content type, and sender/receiver type. The focus 

in this paper is especially on the last two codings; content type (i.e., speech acts) and sender 

type. The sender was coded roughly in two ways: the top-down signs produced by national or 

local governments, and bottom-up signs produced by individual shops and restaurants.  

 

4. Results and Analysis 

4.1. Overall results 

From the two surveys, a total of 2,031 signs were collected as summarised in Table 1 below.  

 

Table 1. The number of signs in each location 

 

 1st survey 2021 2nd survey 2022 Total  
KYOTO KYOTO NAGOYA  

individual signs 610  463  
combination of signs  149   
Total 761 702 568 2,031 
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There were 761 COVID-19-related signs in Kyoto in 2021, which decreased to 702 in the 

second survey in 2022. This may be because that many shops were either closed or operating 

with restricted business hours in 2021 due to the prevention measures that were in place at the 

time, and there were signs of temporary closure or shorter business hours. Meanwhile, there 

than that in Kyoto, the number is high enough for comparison. Of the three sets of data, about 

Similar to reports elsewhere, there are very few English signs. Les

the English signs were produced at the department store and large scale commercial buildings, 

often on a hand sanitizer, and often only for part of the information. Thus, As Nakamura (2022) 

pointed out, there is still very little English available overall. 

4.2. The first survey in Kyoto

In analysing the first set of data from Kyoto 2021, a particular attention was paid to directive 

-up signs, produced by individual shops 

and restaurants. It was also found that there were many formulaic expressions in bottom-up 

signs, and the request itself was fairly ambiguous. Figure 1 below is an example. 

Regarding the prevention measures for COVID-19

As part of prevention measures for COVID-19, we 
are temporarily closed for the time being. 
Thank you for your understanding and 
cooperation.

(Author’s translation)
Figure 1. Example of formulaic expression

Figure 1 is part of a bottom-up, temporal closure sign of a restaurant. It is an 

announcement, but at the end there is an ambiguous request for the viewers (customers) in a 

phrase “gorikai, gokyoryoku yoroshiku onegai itashimasu (thank you for your understanding / 

for your cooperation)”.  In fact, this phrase was often used without any specific requests. 
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It should also be noted that bottom-up signs often involved some creativity. Marshall 

(2021) showed creative signage in a park in Vancouver, and it was observed also in Kyoto. For 

example, there was a line of stickers in front of a computer and mobile phone provider shop. 

Each sticker was different, showing different types of product available at the store, and placed 

2 meters apart from each other in line. These were discreetly guiding its customers to wait in 

line, keeping the social distance in their own creative way. The letters on stickers did not have 

any linguistic directive speech acts, but the use of space created a semiotic landscape (Jaworski 

& Thurlow, 2010) and successfully delivered the directive speech act message. 

While many of the bottom-up directive speech act signs in the first survey were fairly 

direct and clear, the above two examples show how the message can be integrated into the 

Japanese context of politeness.

4.3. The second survey: Comparisons

This section will first present a preliminary analysis of the two areas, and shows the changes in 

LL in two years focusing on the two data sets from Kyoto. 

As mentioned earlier, the proportion of request signs were similar between Kyoto and 

Nagoya. There was also a similarity in the use of top-down signs between the two areas. Table 

2 below shows an example of most frequently observed top-down signs at restaurants. 

Kyoto Nagoya

(a) Certificate sticker (b) “Kyoto manner” 
poster (c) Certificate sticker (d) List of 

prevention measures

Figure 2. Examples of top-down signs

These were all top-down signs, issued by a local, prefectural government. Stickers (a) 

the local government. In Kyoto, these stickers were often placed together with another top-

down advisory sign of customer behaviour (b). In Nagoya, there was an additional check list 

(d) placed with the sticker to show what requirements were met. Often times those stickers were 
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the only visible signs outside restaurants, especially at small scale private restaurants. Thus, the 

preference of top-down signs was common in two places, but top-down signs were at the local 

government level, and not so much of the national level. This means that even though the 

approaches taken in two areas are almost identical, the signs themselves are quite different in 

each area, contributing to the different LLs in each location.

Compared to the first survey in 2021, there were fewer creative bottom-up signs and more 

standardised and unified signs in Kyoto. In the surveyed area, 31 restaurants and shops had a 

standardised request format in some variations as shown in Figure 2 below.

(a) (b) (c)

Wearing a mask
Sanitising hands
Refrain from entering if 
experiencing any symptoms 

Keep social distancing
No speaking

Coughing etiquetteii

Keep at least 1 meter to 
each other
No sharing plates

Figure 3. Examples of standardised request format

As can be seen in the three pictures of behavioural requests, the font, the background 

colour, and the use of iconic illustrations are all unified. These were not observed in Nagoya, 

so it can be assumed the format is locally created and shared among the restaurants with some 

blank spaces so that each restaurant can put in their own requests. As a result, most of the 

creative, temporal request signs disappeared and community-specific standardised forms 

replaced those signs. Some top-down signs of prevention measures and behavioural advices 

were also hidden behind other signs and no longer visible. This may indicate that top-down 

signs that were produced as general guidelines of prevention measures have lost their authority 

and significance. Instead, bottom-up sign producers have worked together during the COVID 

era in sharing requests and their needs in preventing the infection, giving the local LL to a more 

bonded-community flavour. 

On the other hand, it was noted that objects, especially sanitizers, did not always 

accompany signs in the second survey. Sometimes a sanitiser was placed without any signs, or 
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blended with other objects. This suggests that sanitisation has become a norm and no longer 

requires special attention with a sign.  

 

5. Discussion and Concluding Remarks 

The two-year investigation of the COVID-19-related signs in two areas has shown a number of 

social practices. There was a decrease in the number of COVID-19-related signs in Kyoto in 

the second survey due to the removal of restrictions. However, the analysis also suggests that 

the backgrounding and blending of signs or sanitisers indicate norminalised prevention 

measures. In 2021, in which everyone was still trying to understand the disease and working 

hard to survive, similar requests such as wearing masks and social distancing in different 

formats (e.g., handwritten vs. typed, bottom-up vs. top-down) were placed next to each other 

forming a strong semiotic message of the importance of prevention measures. A year later in 

2022, many of the request signs have been reorganised and sorted out, and some signs have 

become standardised. The standardised forms not only indicate stronger community and 

regional efforts rather than individual efforts, but also indicate more authority within the local 

context. By having the standardised form, shops and restaurants seem to be forming their own 

authority in positioning themselves as a group over the customers. In addition, these unified 

forms of signs have contributed to forming the local LLs. Top-down signs and stickers that are 

issued by prefectural governments also add colours to the LLs. As argued elsewhere, LLs mirror 

what is valued at the time at the place. That is, in the last two years, the life ‘with corona’ has 

become widely accepted, and thus signs have lost their function of ‘standing out, to be visible’ 

but instead become truly part of the landscapes. With the world changing very fast yet again, 

Japan has moved towards the life ‘after corona’, re-opening its borders to international tourists 

and easing prevention measure requirements. Another year of continuing investigation of the 

LLs will show how the social practices change accordingly. It is believed that there is a need 

for documentation of temporal signs over time in order to reveal longitudinal construction of 

cultural norms and changes in linguistic choices. 
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i At the time of the first survey, man-en boushi tou juuten shochi (priority preventative measures) were in 
action. This means that the restrictions were not as severe as the state of emergency but businesses were 
still heavily restricted including shorter business hours and no-alcohol policy in addition to social 
distancing and wearing masks. 
ii “coughing etiquette” refers to a Japanese norm of behaviour. It is advised to cover your mouth when 
coughing, preferably with a mask, but with sleeves or hands if not.  
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<Abstract> 
Our aim is to reconsider Noun-modifying clause constructions (NMCCs), which have 
been divided into two major types (European-type and Asian-type) in linguistic 
typology. From this perspective, Armenian NMCCs are an interesting case in point as 
they include not only “European”-type finite NMCCs, but also non-finite NMCCs. 
Crucially, the latter NMCCs resemble “Asian”-type GNMCCs (Matsumoto 1997) like 
Japanese. This study thus compares Armenian “non-finite” NMCCs and Japanese 
NMCCs. It was found that Armenian NMCCs show similar patterns of acceptability 
with their Japanese counterparts when the head noun is “causally” or “temporally” 
connected to the modifying clause by pragmatic inference. However, the parallelism 
ends when the head noun needs to be “spatially” connected to the modifying clause. 
This indicates that the “spatial” connectivity gaps between the head noun and the 
modifying clause are harder to fill by pragmatic inference than the “temporal” or 
“causal” connectivity gaps.  
 

Keywords : Noun-modifying clause constructions (NMCCs), Armenian language, 
Japanese language, finite NMCCs, non-finite NMCCs, “spatial”, “temporal” , “causal” 
connectivity gaps, interpretability of pragmatic gaps 
 
 
1. Introduction 
 Noun-modifying clause constructions (NMCCs) have been a topic of cross-linguistic 
investigations for a long time. These investigations lead to a mindset in linguistic 
typology that European and Asian languages have distinct types of NMCCs and can be 
divided into two linguistic groups. Specifically, many East and South East Asian 
languages have been found to possess “General Noun Modifying Clause Constructions 
(GNMCCs)” (Matsumoto 1997). A GNMCC is a single noun-modifying construction 
covering a wide range of interpretations including, but not limited to a “relative clause” 
interpretation, as shown in (1) in Japanese:  
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(1) [atama   ga    yoku-naru]   hon  
head    NOM  good-become book  
‘the book (by reading which one’s) head gets better’ (Matsumoto 1997:7)  

 
Armenian, an Indo-European language, is an interesting case in point as it possesses not 
only “European”-type finite clause constructions, but also non-finite clause 
constructions, which resemble “Asian”-type GNMCCs. This study compares Armenian 
“non-finite” NMCCs and Japanese NMCCs.  
 
2. Armenian language 

Modern Eastern Armenian (MEA) constitutes its own branch of the Indo-European 
language family. With this regard, it must be noted that main grammatical features of 
MEA resemble those of Indo-European languages. As it is shown in (2), MEA marks 
nouns for case, number and person. 
 
(2) gn-ac-ner-s           mek‘ena-ner-um...  
   buy-RES.PTCP.PL.1  car-PL.LOC  
  “In cars that we bought...”  
 
On the other hand, MEA is the only IE language that is considered to have no 
grammatical gender. Another feature far from common in modern IE languages is 
agglutinative system of declension, which is highly developed in MEA, as shown in (3). 
It is known that agglutination is a core element of Turkic languages, as well as 
Caucasian languages like Georgian, and some Asian languages, such as Japanese.  
 
(3) ‘hamajaynec‘vac 
   NEG.‘agree’. CAUS. PASS. RES.PTCP 
   
 
These are a few examples to show that Armenian language does shows some unique and 
mysterious features compared to all the other IE languages and a thorough investigation 
is needed.  
 
3. Noun-modifying clause constructions 
 The main interest of this study is, interpretability of pragmatic gaps in Armenian and 
Japanese Noun Modifying Clause Constructions. As it was mentioned above, NMCCs
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have been a topic of cross-linguistic investigations for a long time. These investigations 
lead to a mindset in linguistic typology that European and Asian languages have distinct 
types of NMCCs and can be divided into two linguistic groups. Comrie (1996, 2002) 
broadly classifies RCs of the world languages into European type and Asian type. 
European type RCs are those in which relations between head nouns and modifier 
clauses are defined syntactically. Asian type RCs are the ones in which the relationship 
between head nouns and modifier clauses is determined by pragmatic factors. English is 
a typical example of the European type and Japanese is a typical example of the Asian 
type (Other languages: Korean, Chinese, Ainu, Dravidian, Turkish languages (excluding 
Turkish)). Matsumoto (1997) suggested that many East and South East Asian languages 
have been found to possess General Noun Modifying Clause Constructions (GNMCCs). 
GNMCC is a single noun-modifying construction covering a wide range of 
interpretations including, but not limited to a “relative clause” interpretation, as shown 
in Japanese example (4). 
 
(4) [ ]   
   ‘the book (by reading which one’s) head gets better’ 

(Matsumoto 1997) 
 
3.1 Armenian NMCCs 
Armenian, is an interesting case in point as it possesses not only “European”- type finite 
clause constructions, such as (5)  

 
Finite RCs (=European type) 
(5) Erexaner- ,   voronk‘ banjare en šat en utum,  
   child.PL.DEF  who-Pl vegetable a lot are eat=PRES.PTCP  
   aveli  a o j en. 
   More healthy are     
 ‘Children who eat vegetables a lot are likely to be more healthy.’ 
 
but also, non-finite (participial and infinitival constructions) clause constructions, which 
resemble “Asian”-type GNMCCs, such as (6) and (7). 
  
Non-finite RCs (=Asian type) 
(6) [Aynte  k n-ac ]     t a-n... 
   over there   sleep-RES.PTCP    boy-the 
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   ‘the boy sleeping over there’ 
(7) [In  vor mek-i       du -      cec-el-u]       jayn- . 
    someone-GEN      door-the   hit-INF-GEN   sound-the 
   the sound of someone knocking at the door’  
 
3.2 Parallels between Japanese and Armenian languages 
Similarly, to a Japanese GNMCC (8), which can mean either (8a) or (8b) according to 
the world knowledge of the speaker, its Armenian counterpart is subject to two 
interpretations as well.  
 
(8) [ ]   (Japanese, JP)  

 a. ‘Where is the place (in which) Mr. Nomura bought (something)?’  
   b. ‘Where is the place (which) Mr. Nomura bought?’  
                                            Matsumoto 1997: 42;modified   
(8’) [Paron  Nomu a-yi    gn-ac]     vayr-     orte   ? (Armenian, AR)  
    Mr.     Nomura-GEN  buy-PTCP.RES   place-DEF where is  
   ‘Where is the place {in which/which} Mr. Nomura bought.’  
 
To understand better how world knowledge influences the meaning of the sentence we 
can consider examples (9a) and (9b). 
 
(9) a. [[ ] ]   
    ‘Where is the store (in which) little Tomo bought ( )?’   
   b. [[ ] ]   

     ‘Where is the store (which) Donald Trump bought?’  
Matsumoto 1997   

(10) a. [[P ok rik     Tomo-yi   gn ac]         xanut - ]    orte     ?  
       little       Tomo-GEN   buy-PTCP.RES  shop-DEF   where   is  
      ‘Where is the store (in which) little Tomo bought ( )?’  
    b. [[Donald   T ramp -i     gn-ac]       xanut - ]     orte  ?  
        Donald Tramp-GEN   buy-PTCP.RES  shop-DEF    where  is  
      ‘Where is the store (which) Donald Trump bought?’  
 
The extent of similarity between Armenian and Japanese constructions is rather striking. 
Armenian GNMCCs are deemed acceptable just like their Japanese counterparts when 
the head noun can be “causally” or “temporally” connected to the modifying clause by 
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pragmatic inference.  
 
“causally” connected GNMCCs 
(11) … [tarec   knoj-    sep akan  bnakaran-um   dažanabar   span-el-u] 
       elderly woman-GEN own     apartment-LOC brutally   murder-INF-GEN   
    me adrnak -ov    datapart-v-el            c mah     azatazrk-man.    
    charge-INST  sentence-pass-INF is   life        imprisonment-DAT                
                                                 https://www.azatutyun.am  
“...was sentenced to life imprisonment on charges of brutally murdering an elderly 
woman in her own apartment.”  
 
(12) [erkar  tari-ner   artasahman-um   apr-el-u]      ardyunk - … (AR)  
     long   year-PL  abroad-LOC     live-INF-GEN  result-DEF  
  ‘the result of living/having lived abroad’  
(12’) [ ] … (JP)  
 
“temporally” connected GNMCCs 
Similarities among two languages can be detected regarding to the rule of the ‘temporal 
continuity’ (Kato 2003) as well. Kato (2003) notes that the difference in acceptability in 
two sentences bellow is related to temporal continuity. (13) is possible as there is certain 
continuity between the head noun and the modifying clause. While in (13’) we cannot 
observe such kind of continuity, as a result, (13’) is unacceptable. This observation is 
also true about their Armenian counterparts.  
 
(13) a. [ ]  1986: 10)  
    b. [Ambo    gišer   art un   mnac -ac]      a avot-      a k -er-s  
     all       night   awake  remain-PTCP.RES  morning-DEF eye-PL.my  

tar rinakoren  parz   en. 
weirdly       clear  are 

(13’) a. *[ ]   
b. *[zm an  c urt gišer-     drs-um     šat    xa ac -ac]   

         winter.GEN cold night-the  outside-LOC  a lot of  play-PTCP.RES    
t ok aborb- .  

         pneumonia.DEF 
 
However, despite the parallelism between the two languages, in some cases we can 
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observe some differences in their meanings. One of such cases is the ambiguity related 
to the tense interpretation of Armenian sentences, as shown in example (14). As we can 
see from its Japanese counterpart, in Armenian sentence (14) the modifying clause 
could be interpreted either as temporally preceding or succeeding to the head noun.   
 
(14) [xn uyk -in masnakc -el-u]    a avot- … (AR)  
    party-DAT participate-INF-GEN morning-DEF 
(14’) [ ] …(JP)  
     ‘the morning before/after participating in party…’ 
 
As we confirmed above, Armenian RCs are mostly acceptable in case of “causally” or 
“temporally” connected constructions. However, the picture changes when we change 
the topic to spatially” contiguous GNMCCs. 
 
“spatially” contiguous GNMCCs  
These kinds of constructions show least level of acceptability among all kinds. In some 
cases, it might seem acceptable as in example (15), but as we look closely at the 
meaning, we can see that these constructions are different from their Japanese 
counterparts. In case of (15) the Japanese language could be interpreted as a. or b., 
which have different interpretability regarding time, while the Armenian sentence can 
only be interpreted as an intention regarding to the future tense.  
 
(15) Nra  bnakvel-ik dimac i bnkaran  mek tari a a     
    he.GEN live.FUT.PTCP2 front.GEN apartment one year ago      

veranorogec in. 
reform. AOR.3PL 
‘A year ago, they reformed the apartment in front of us, that he is planning to live.’ 

(15’)   
   a. ‘A year ago they reformed the apartment in front of us, where he lives.’ 
   b. ‘A year ago they repaired the apartment in front of the place he lives.’ 

 
However, in some rare cases, with a relatively low level of acceptability, “spatially” 
connected relational RCs can also be observed in Armenian language.  
 
(16)? [erexayi     k n-el-u]        ko k i       senyakum  
     child.GEN   sleep-ING-GEN  side-GEN    room.LOC  
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      cno nern      in      k n-um.  
      parent.PL.DEF  are     sleep-PTCP.PRS  
      ‘Parents are sleeping in the room next to their children.’ 
(17)? Nra  ašxat-el-u       ko ki       grasenyak-um    k uyrn      
   he/she.GEN work-INF-GEN  side-GEN   office.LOC      sister.DEF  is    

ašxat-um.  
work-PTCP.PRS  

     ‘His sister works in the company next to his workplace.’  
 
3.3 Why Genitive Case? 
It should be noted, that all relational NMCCs require the genitive case of the infinitive 
in Armenian. As we know Genitive is a grammatical case used in a variety of languages 
primarily to indicate possession and composition. However, as seen in (18) or (19), the 
usage of the Genitive case is quite broad and it can also be used in phrases to express 
“time/location and event relationship”, or “causal-event result relationship”, etc. 
 
Time and event relationship 

18 garnan  anjrew   
      spring.GEN rain 
Causal-event result relationship 

19 šak ari      hivandut yun   
sugar.GEN    disease 

 
However, the Genitive case requires some semantic relation between the modifying 
clause and the head noun. For example, “spatially” contiguous constructions might 
require spatial adjacency. Ex. (21) is acceptable as we can confirm such spatial 
adjacency, while in (22) the spatial adjacency can not be confirmed, thus it appears 
unacceptable.  
 
(21) sari      dimac i   dašt   
    mountain.GEN  front.GEN   field   
(22)*sari     dimac i sar   
    mountain.GEN  front.GEN mountain  
 
Infinitive in Armenian is rather an agent noun (denoting action), and it is natural that in 
RCs it requires Genitive case. However, it could be assumed that above mentioned 
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semantic features of Genitive case affect the acceptability of infinitival constructions as 
well. That is, “spatial” infinitival constructions can be acceptable in case of spatially 
adjacent phrases (ex. 23), but cannot be so when such adjacency is not confirmed (ex. 
24). 
  
(23) [xanut       gn-al-u]         kes    anaparh-in …  
     shop       go-INF-GEN     half   way-DAT.DEF  
   [ ] …   
(24) *[xanut    gn-al-u  ]  dimac -i       po oc -um …  
     shop     go-INF-GEN   front.GEN     street-LOC  
    [ ] …   
 
4. Conclusion 
In this study we compared Armenian “non-finite” NMCCs and Japanese NMCCs. It was 
found that Armenian NMCCs show similar patterns of acceptability with their Japanese 
counterparts when the head noun is “causally” or “temporally” connected to the 
modifying clause by pragmatic inference. However, the parallelism ends when the head 
noun needs to be “spatially” connected to the modifying clause. This indicates that the 
“spatial” connectivity gaps between the head noun and the modifying clause are harder 
to fill by pragmatic inference than the “temporal” or “causal” connectivity gaps. It was 
also concluded that the genitive property of the infinitive in Armenian makes it harder 
to fill “spatial” connectivity gaps between the head noun and the modifying clause by 
pragmatic inference than the “temporal” or “causal” connectivity gaps.  
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It versus That as the Subject of English Set Phrases 
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Abstract  This article discusses the selection of it versus that as the subject of English set 

phrases where either of the two anaphors has a non-nominal antecedent in the preceding context. 

Previous literature on the problem is shown to be inadequate, and a new pragmatic prediction is 

proposed. The author argues that in the current exchange between speakers A and B, the latter’s 

choice of that rather than it to refer to the previous information offered by A could be seen as B’s 

flouting of Paul Grice’s maxim of quantity, and that this non-observance of the maxim might 

cause the use of that to bring out implicatures such as B’s interest, attention, surprise, concern or 

empathy as to what A has just said.  

 

Keywords it, that, the quantity maxim, flouting, implicature 

 
 
1.  Introductory remarks 

The problem this paper will attempt to solve is that of finding a principle that underlines the 

selection of it versus that as the subject of set phrases. The two examples in (1) are typical cases, 

in which it or that is the anaphor and the information expressed in the first utterance is the 

antecedent.  
 
(1) a. ‘Is he coming?’ ‘That depends. He may not have the time.’  

b. “Do you think you’ll go back to college?” “It all depends. I will if I can afford it.” 1 
 

(1a) is from OALD and (1b) from MWCD. The former describes the phrase as ‘that depends | it 

(all) depends’, and the latter regards it depends as a variant form of that depends. This kind of 

explanation suggests that It depends is used in place of That depends in (1a), and It all depends 

can be replaced by That all depends in (1b).  

The problem to be considered in the present paper, that is, the examination of the choice 

between anaphoric it and that is not an unfamiliar one, and it has been treated in several books 

or articles, and there are at least two treatises that are entirely devoted to it, i.e. Kamio & Thomas 
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(hereafter K & T) (1999) and Takahashi (2004).  

This paper proposes a pragmatic approach to the remaining issues raised through reviewing 

K & T (1999) and Takahashi (2004). This pragmatic approach, derived from the quantity maxim 

proposed by Grice (1989), might formulate a logical and original conclusion that could resolve 

the research questions raised by the examination of the two studies: (i) what does the speaker’s 

selection of it versus that communicate to his or her addressee?; (ii) how can we explain 

conversation exchanges, such as (1b), where the antecedent, expressed in the first speaker’s 

utterance, is immediately followed by the anaphor it used by the second speaker? 

The data for the discussion in this paper are mostly dialogue examples which include set 

phrases with it or that appearing as entry heads in Spears (2012). However, examples of the 

following types are not included in the author’s analysis: (i) examples including it or that with 

nominal antecedents; (ii) examples where it or that requires the hearer to carry out a complex 

process of inference to arrive at their antecedents; (iii) examples demonstrating that the hearer 

was already aware of the speaker’s information while the speaker imparted that information in 

his or her utterance; (iv) examples including formal it; (v) examples including preparatory it. 
 
2.  Literature review 

This paper restricts its review to K & T (1999) and Takahashi (2004), because the former 

discusses the choice between it and that based on related articles published prior to it, and the 

latter approaches the issue in reference to the former, and because the two studies approach the 

matter from different points of view, i.e. a functional linguistic view and a cognitive linguistic 

view.  
 
2.1.  A functional linguistic analysis: K & T (1999) 

K & T (1999) make two claims about the referential properties of it and that.  The first claim is 

that it refers to information already known and already present in the speaker’s central store of 

knowledge while that refers to incoming information which is more peripherally located in the 

speaker’s knowledge.  The following are two of their examples that illustrate the first claim. 
 
(2)  [A rushes into the room excitedly] 

A: Guess what! I just won the lottery! 

B1: *It’s amazing! 

B2: That’s amazing!                                                                  (K & T 1999: 291) 
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(3)   A: Guess what! I just won the lottery! 

        B: (Yes,) it’s amazing! I heard about it on the radio, and I’ve invited everyone on the block 

to our house for a party!                                                       (K & T 1999: 293)                  
 
With respect to (2) and (3), K & T explains: ‘… speaker A’s statement is completely novel 

information to speaker B; in this context, the response in B1 is quite artificial, whereas B2 is a 

natural expression of surprise at hearing unexpected news. However, B1, It’s amazing!, could be 

an acceptable response to the same announcement, in a different context. Imagine that before A 

arrives home, B hears the names of today’s lottery winners read over the radio. In this case, A’s 

statement is prior knowledge 2 to B at the point when A utters it’. K & T contend that this is the 

reason why it’s amazing is natural in the discourse in (3) 

K & T’s second claim is that ‘that narrowly specifies its referent, whereas it refers broadly: 

while that points, it evokes’ (p. 296). An example to demonstrate their position is: 
 
(4)  Sonja was born out of wedlock, but I never revealed   a. it / b. that to her.  (K & T 1999: 296) 
 
As to example (4), K & T explain: ‘... it in this context refers broadly to a set of related facts and 

events: it means something like “that Sonja was born illegitimately, and the whole story of her 

mother’s disastrous affair with the Prime Minister, the dangerous international intrigue which 

resulted from it, etc.”’  
 
2.2.  A Cognitive linguistic analysis: Takahashi (2004) 

K & T’s views shown above seem to be defended by Takahashi (2004), who offers three cognitive 

linguistic views about the selection of it versus that. His first claim is that it and that have a 

different degree of specificity, and that it is more abstract than that. His second claim is that it 

refers to the most salient thing in discourse while that refers to a salient thing. One of Takahashi’s 

examples is: 
 
(5)  Luke: Why would I need mouthwash? I brush my teeth twice a day. 

      Sharon: Sometimes that’s/it’s not enough, especially for people who love garlic as much as

you do.                                                                    (Based on Takahashi 2004: 26-27)      
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Takahashi writes that the choice between it and that is related to the difference in saliency 

between it and that.  He also remarks that the use of that sometimes emphasizes the action of 

brushing teeth twice a day.  

Takahashi’s third claim is that it refers to a thing in the speaker’s short-term memory while 

that refers to a thing in the speaker’s immediate memory.  This claim is consistent with that of K 

& T (1999).  
 
2.3.  Issues remaining unresolved 

Examining K & T (1999) and Takahashi (2004) has raised two potential issues. Firstly, although 

the two studies have accounted for how information referred to by the use of it or that is processed 

and stored in the human mind, they have not discussed fully what the speaker’s choice of it or 

that communicates to the hearer. Secondly, the two studies’ claims seem to have no application 

to cases such as (6)-(15) below,3 in which it is used to refer to newly acquired information. Note 

that in these examples, what the first speaker utters is followed immediately by the second 

speaker’s response in lieu of pause or delay.  
 
(6)   Sally: (smoking a cigarette): Do you mind if I smoke?  

        Bill: It doesn’t bother me any.                                                                    (Spears 2012:110)        

(7)   John: Do you suppose we should report that man to the police? 

       Jane: No, it isn’t worth it.                                                                            (Spears 2012: 111) 

(8)   Tom: Shall I wrap all this stuff back up? 

       Mary: No. It’s not worth the trouble. Just stuff it in a paper bag.             (Spears 2012: 111) 

(9)   Tom: I’m leaving you. Mary and I have decided that we’re in love. 

        Sue: So, go ahead. It doesn’t matter to me. I don’t care what you do.    (Spears 2012: 112) 

(10)   A: We’ll sell the sofa and buy some comfortable chairs. 

       B: Great! It sounds like a plan.                                                                   (Spears 2012: 112)      

(11)   Sally (lighting a cigarette): Do you mind if I smoke? 

       Bill: It won’t bother me at all.                                                                   (Spears 2012: 112)  

(12)   Bob: Is it okay if I sign us up for the party? 

       Sally: It works for me.                                                                                 (Spears 2012: 112)       

(13)   Mary: Do you mind carrying all this up to my apartment? 

       Tom: It’s no trouble.                                                                                    (Spears 2012: 115) 

(14)   John: Can we go to the mountains for a vacation this year? 
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       Jane: It’s out of the question.                                                                      (Spears 2012: 116)                         

(15)   Bill: I’m going to take my car to the racetrack and see if I can race against someone. 

       Sue: It’s your funeral.                                                                                  (Spears 2012: 118)         
 
In these examples, there seems to be very little time for the second speaker to incorporate the 

information communicated by the first speaker into the second speaker’s central store of 

knowledge. Moreover, there seems to be no time for the second speaker to think of a set of facts 

or events related to the new information communicated by the first speaker. These two facts are 

inconsistent with K & T’s two claims.  

According to Takahashi’s third claim, the referent of it must be already present in the 

speaker’s short-term memory. It seems, however, that in (6)-(15) the second speaker had no time 

to store the referent of it in his or her short-term memory. Rather, the second speaker seems to 

store it in his or her immediate memory. To deal with these remaining issues, the author presents 

a pragmatic perspective in the next section. 
 
3.  An alternative pragmatic approach  

In exophoric reference the use of that is frequently accompanied by the speaker’s indexing acts 

such as gestures of gazing in that direction, whereas using it normally need not involve any such 

acts. This corroborates the following inference: in exophoric reference that refers to the thing 

which is unidentifiable by the hearer without the speaker’s indexing acts; it refers to the thing 

which is identifiable by the hearer without such acts.  

From this inference, the following prediction seems applicable: in anaphoric reference the 

use of that rather than it when referring to the thing which has been already identified by the 

hearer could be regarded as the flouting of the quantity maxim by Grice (1989) in that the use of 

that is more informative than is necessary for the current context (that is two letters longer than 

it, and the former takes a longer time to pronounce than the latter).4 

From this prediction, the following proposal could be made: this non-observance of the 

maxim might bring out implicatures with the use of that; those implicatures might be the 

speaker’s emotional reactions such as interest, surprise, concern, sympathy, anger or satisfaction. 

In other words, in anaphoric reference, the speaker uses that when he or she communicates his 

or her emotional reaction to the information given by the addressee. 
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4.  Discussion 

This section addresses examples (6)-(15), using the proposal shown in the preceding section. The 

set phrases could be semantically grouped into four types:  
 

Type A: the set phrases in (6), (9), (11) and (13), which could be paraphrased as ‘you will 

give me no trouble; you can go ahead’. 

Type B: the set phrase in (7) and (8), which could be paraphrased as ‘it is worthless to do the 

action; don’t bother to do the action’. 

Type C: the set phrases in (10) and (12), which could be paraphrased as ‘I agree with you’.  

Type D: the set phrase in (14) and (15), which could be paraphrased as ‘no way; I warn you 

of some danger’. 
 
In Type A phrases, the second speaker might sound indifferent to what the first speaker 

uttered, or at least they do not seem to convey apparent emotional reactions to what the first 

speaker will or wants to do.  Therefore, the second speaker’s use of it could be seen as reasonable. 

In Type B, like Type A, the second speaker is taken be indifferent to what the first speaker 

wants to do.  This leads to the second speaker’s use of it.  

Type C phrases are interpreted to show the second speaker’s interest or agreement. Thus, his 

or her choice of That sounds like a plan and That works rather than It sounds like a plan and It 

works appears to be reasonable. However, Spears (2012) only lists the it-versions, which implies 

that in examples (10) and (12) the second speaker’s reaction to the first speaker’s information is 

not strong enough to use that. The same speculation seems to apply to Type D phrases, which 

are taken to show the second speaker’s concern or disagreement.  

Additional possible support for the author’s discussion might come from the following table 

showing the frequencies of the set phrases in examples (6)-(15) and their that-versions in the 

COCA corpus. Note that the set phrases with non-contracted forms as well as those with 

contracted forms are listed in the table.  
 

Table 1: COCA frequency research results 
type It-versions tokens That-versions tokens 

A It doesn’t bother me any.    0 That doesn’t bother me any.  1 
A It does not bother me any. 0 That does not bother me any. 0 
A It doesn’t bother me at all. 22 That doesn’t bother me at all. 9 
A It does not bother me at all. 1 That does not bother me at all. 1 
B It isn’t worth it. 31 That isn’t worth it. 4 
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B It’s not worth it. 382 That’s not worth it. 1 
B It is not worth it. 20 That is not worth it. 2 
B It’s not worth the trouble.  8 That’s not worth the trouble. 0 
B It isn’t worth the trouble. 0 That isn’t worth the trouble. 0 
B It is not worth the trouble. 1 That is not worth the trouble. 0 
A It doesn’t matter to me. 87 That doesn’t matter to me. 14 
A It does not matter to me. 3 That does not matter to me. 1 
C It sounds like a plan. 3 That sounds like a plan. 27 
A It won’t bother me at all. 1 That won’t bother me at all. 0 
A It will not bother me at all.       0 That will not bother me at all. 0 
C It works for me. 109 That works for me. 100 
A It’s no trouble. 88 That’s no trouble. 5 
A It is no trouble. 3 That is no trouble. 0 
D It’s out of the question. 93 That’s out of the question. 76 
D It is out of the question. 11 That is out of the question. 11 
D It’s your funeral. 54 That’s your funeral. 1 
D It is your funeral. 0 That is your funeral. 1 

 
These frequency data might include examples that have been excluded from the author’s 

analysis in this paper (see section 1). Hence, strictly speaking, the figures indicated in the table 

might not work satisfactorily to support the discussion of (6)-(15). Even so, the author thinks that 

these data suggests that (i) it rather than that tends to occur in Type A and B phrases; (ii) as to 

Type C, That sounds like a plan rather than It sounds like a plan frequently appears, and It works 

and That works are both preferred; (iii) with respect to Type D, It’s (It is) out of the question and 

That’s (That is) out of the question are both preferred, but It’s funeral appears much more 

frequently than That’s (That is) your funeral. 5 
 
5.  Concluding remarks 

This paper has proposed a pragmatic prediction which complements K & T (1999) and Takahashi 

(2004). In short, the author has made the following claim about the pragmatic property of English 

that: the speaker’s choice of that rather than it communicates that his or her emotional feelings 

are rather strong.  

Interestingly enough, K & T give the following example, where it refers to totally new 

information. 
 

(16)  A: My dog was just bitten by a poisonous snake!  

B:  I’m sorry to hear it. Will he be all right?                                              (K & T 1999: 300) 
 

K & T explain: ‘… B unconsciously represents the referent of the pronoun as having been 
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incorporated into his or her store of knowledge as a means of communicating sincere 

involvement in the news which speaker A announces. This constitutes a pragmatically-motivated 

falsification of the actual status of the referent of it, which serves to express B’s solidarity with 

A … This property is limited to quasi-idiomatic expressions like I’m glad to hear it or I’m sorry 

to hear it…’ (p. 300). This observation is contrastive to the author’s in that K & T regard the use 

of it as communicating the speaker’s emotions. K & T further claim this pragmatic property of it 

is limited to a number of set phrases, which is different from the author’s claim. These points are 

worth discussing for future work.  
 

Notes 

1. The words It and depends are originally italicized. 

2. ‘Prior knowledge is typically information which a speaker already has access to before it enters 

into the relevant conversational exchange’ (K & T: 1999: 291). 

3. In examples (6)-(15), the set phrases are shown in boldface. 

4. That carries stress, while it normally does not. Grice (1989: 51) remarks: ‘… stress clearly 

does in fact on many occasions make a difference to the speaker’s meaning; indeed it is one 

of the elements which help to generate implicatures’. 

5. The author cannot speculate why It is funeral seems to be the standard form.  
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01     Kana:   hutsuuni watashi kawaasobi de shinu jishin ga aru      
              ‘I am confident I will die by playing in the river’ 
02     Nao :   ehhehehehe ((laugh)) ((putting her hand on her mouth)) 
              ‘hahaha’ 
03     Nao :   uso? 
              ‘seriously?’ 

((Kana is putting her hand on her mouth and probably open  
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her mouth to say something, but nothing is heard/ audible)) 
04    Nao :   ya watashi sonnna kawa  itta koto nai, 

          ‘well I haven’t played in the river that much’ 

01     Koga:   are kyushoku igai de tabeta koto nai [yo.  
               ‘(I) haven’t eaten one except at the school lunch.’   
02     Kane:                   [nai! 
                            ‘(I) haven’t’  
03     Koga:   ebikuriimu raisu tte. 
               ‘shrimp-cream-rice’ 
04     Ogat:   un. 
               ‘yeah’ 
05     Kane:   dokoni ittara kuennoka tteyuu. 
               ‘where the heck can (we) eat (such food)?’ 
06     Hama:   {laugh} 
07     Koga:   ne. 
               ‘right’  
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08     Ogat:   a 
               ‘oh’ 
09     Koga:   [youshoku nano? nannano mitaina. 
                ‘Is it a western food? Or what?’ 
10    Ogat:   [ore tsukuttayo.  
                ‘I made it’ 
11     Kane:   __tsukutta hahahaha 
                ‘(you) made it? hahaha’ 
12     Ogat:   __tsukutta __tsukutta 
                 ‘I made it’ 
13     Kane:  e. jibunde? 
              ‘by yourself?’ 
14     Ogat:   un. 
              ‘yeah’ 

15     Kane:   jisakuka  
               ‘self made’ 
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<Abstract> 

The main goal of this paper is to uncover the wide range of different uses and pragmatic functions of the so-called 

Negative Emotive Words (henceforth NEWs) based on the corpus data of two languages belonging to different 

cultures, namely Hungarian and Japanese. NEWs refer to words having a prior negative semantic content, but they 

can lose it partly or totally in certain use cases, e.g. En. terribly nice or the party was terrific! (Szabo and Bibok 2019). 

To that end, two NEWs have been selected: the Hungarian durva (lit.) ‘harsh’ and the Japanese  (yabai) (lit.) 

‘dangerous’. We analyze word-form variations of the two words, including durván of durva and yabe and yabaku of 

yabai (Putri 2021). Our investigation demonstrated similarities and differences between the two words, identifying 

several features about the Hungarian and Japanese NEWs that had not been known so far. 

 

Keywords: Hungarian, Japanese, Negative emotive words, Politeness Theory, Intensifiers, Interjections 

 

1. Introduction 

This paper discusses Negative Emotive Words (henceforth NEWs) that have a prior negative semantic content (on 

their own, i.e. without context). It is known that these words often lose the negative semantic content partly or entirely 

in certain use cases, e.g. En. terribly nice or the party was terrific! (Szabo and Bibok 2019). In the literature NEWs are 

mainly discussed within the group of intensifiers. However, they can have several other meanings and functions as 

well (Szabó et al. 2022). For instance, they may express a positive evaluation or the surprise of the speaker, and they 
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may also be used as an interjection. In this paper we attempt to discover the range of different uses and pragmatic 

functions of NEWs in Hungarian and Japanese, on the basis of a corpus analysis. For the investigation, two NEWs 

have been selected: the Hungarian durva (lit.) ‘harsh’ and the Japanese  (yabai) (lit.) ‘dangerous’. We also 

analyze word-form variations of the NEWs in question, such as durván of durva and yabe and yabaku of yabai (Putri 

2021).  

 The paper is structured as follows: First, we briefly discuss the relevant literature on the examination of 

NEWs, with special regard to studies dealing with NEWs in the Hungarian and Japanese languages. Second, we 

present the corpus of the analysis along with the methodology of the corpus processing and annotation procedure. 

Third, we show the basic data of the annotation, and the results of the manual analyses. Fourth, we discuss the results 

concerning the Hungarian and the Japanese data, and then, from a comparative perspective. Throughout the text, 

some observations are made with corpus examples. Lastly, we summarize the main findings of the research work, 

and then state our intentions on plans for future study. 

 

2. Literature review 

Despite the fact that more and more authors have been investigating NEWs (e.g. Dragut and Fellbaum 2014; Jing-

Schmidt 2007; Laczkó 2007; Paradis 2001, 2008; Szabó and Bibok 2019; Szabó et al. 2022; Wierzbicka 2002, 

among others), the authors who focus on functions of NEWs other that intensification is just a handful. For instance, 

as far as we are aware, only Andor (2011), Szabó (2018), Szabó and Bibok (2019) and Szabó et al. (2022) discuss 

the phenomenon when a NEW expresses a positive evaluation of the speaker towards the given information e.g. 

brutális alaplap (lit. ‘brutal motherboard’–‘high quality motherboard’) (authors call this usecase polarity shift). In 

addition to the intensifier and polarity shifting functions, NEWs may have some other pragmatic function, e.g. in a 

certain context they express the surprise of the speaker or are used as an interjection (see above, Section 1). However, 

we are not aware of any paper that systematically scrutinizes all these functions and uses of NEWs based on a large 

language dataset.  

 There are some studies that analyze the phenomenon in the Hungarian language. They mainly discuss the 

issue from the viewpoint of semantic development of NEWs over time (e.g. Andor 2017; Varga 2019). Regarding 

specifically the word durva in the Hungarian language, to the best of our knowledge, there is only one paper (Andor 

2011) that dealt specifically with this NEW, and another that examined this NEW together with other NEWs (Szabó 

et al. 2022).  

As for Japanese, most of the papers discussing NEWs focus on their historical development, analyze their 

acceptability by Japanese speaker groups, or just take note of them as an existing phenomenon in the Japanese 
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language, which is especially popular in the language of the younger generation. Some of these papers focus 

specifically on the NEW yabai (e.g. Sano 2005; Konno 2015; Putri 2021).  

 

3. The corpus and the methodology of the analysis  

For the Hungarian cases, we analyzed the data of HuTongue Corpus, consisting of spontaneous speech texts (Vincze 

et al. 2021). The corpus consists of 1,149,457 tokens (without punctuation). For the Japanese cases, the Corpus of 

Everyday Japanese Conversation (CEJC corpus, Koiso et al., 2018) was applied, consisting of approximately 

2,400,000 tokens. All occurrences of the NEWs in question were filtered out, and we annotated different syntactic, 

semantic and pragmatic features of NEWs.  

 As for syntactic features, we decided whether the NEW in the given example was an adjective, an adverb 

or an interjection, i.e. they constituted an utterance by themselves (Ameka 1992; Norrick 2009). Regarding semantics, 

we annotated evaluative semantic content, i.e. how the speaker evaluated what he or she said. There were three options 

in this case, namely positive, negative or neutral. We shall refer to this semantic feature here by the term sentiment 

from the research field of computational linguistics instead of a more general linguistic term polarity.1 Besides 

sentiment, we annotated other semantic features, such as the exact meaning and function of the given NEW. We 

annotated three types: literal or figurative sense, intensifier function and emotive usage. In the latter case, the original 

negative semantic content is already bleached and the NEW expresses feelings or impressions of the speaker about 

the given piece of information, e.g. A parti rület volt! ‘The party was crazy!’. Then, we scrutinized all the occurrences 

from a pragmatics point of view. A study that systematically analyzes NEWs from a pragmatic viewpoint was not 

been conducted prior to the current analysis, so we did not have any pragmatic systematization that we could rely on. 

Thus, we referred to some pragmatic papers on interaction, with special regard to the Framework of Politeness 

Theory2 (Quirk et al. 1985; Östman 1995; Kockelman 2003; Kádár 2017). This part of our analysis was basically 

exploratory; we investigated the range of pragmatic functions such as agreement and disagreement, calling 

someone’s attention, a compliment, an evidential marker, an attention marker, etc. (Fraser 2009). 

 

4. Results of the analysis 

Firstly, let us review the Hungarian results. The raw frequencies of each form were the following: durva: 213 

(0.0185%) and durván: 44 (0.0038%). Surprisingly, durva and durván have completely different features in the 

Hungarian corpus. The main function of durva is interjection (42.77%) and it does not have an intensifier function at 

all. Then, both durva and durván mostly have a positive or neutral meaning. In the case of durva, it accounts for 

69.64% all together, while durván accounts for 62.92% of the total.  
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 Durva has some specific pragmatic function in almost half the cases (47%). For instance, it occurs in an 

agreeing utterance, expressing agreement and support toward the speaker (1a), or functions as an attention marker 

indicating that the listener can understand and follow what was said (1b) (Fraser 2009): 

 

(1) a. –Nem tudtam jobbra fordítani a fejemet. Az nagyon szar volt. ‘I couldn't turn my head to the right. That 

 was really shit.’ 

 –Durva. ‘Crazy.’  

 

 b. –Ki a „hedonista”? ‘Who is the „hedonist”?’ 

 – […] 

 –Habzsolja az életet. ‘The one who really enjoys life.’ 

 –Habzsolja az életet? Durva. ‘Really enjoys life? Ok / I see.’ 

 

In contrast to durva, durván has an intensifier function in most cases (48.14%) and the category “emotive” is less 

represented here. Durván basically has no special pragmatic function, with two exceptions. When they do, they 

occur in an agreeing, supporting reply or they function as an evidential marker. For the latter, see (2) below. 

 

(2) Hát igen, ez lenne az alap, csak ez Magyarországon már luxusnak számít, durván. ‘Well yes, it should be a 

 basic thing but in Hungary it is treated as some kind of luxury, really’ 

 

 As for Japanese, the raw frequencies of each form were the following: yabai: 609 (0.025%), yabe: 37 

(0.0015%) and yabaku: 57 (0.0024%). The details of the corpus investigation are shown in the table below:  

 
 adjective adverb interjection noun total 

yabai 224 0 377 8 609 
yabaku 2 32 23 0 57 
yabe 0 0 32 0 32 
total 226 32 432 8 698 

 

The three forms yabai, yabaku and yabe appear 698 times in total (yabai 609 times, yabaku 57 times and yabe 32 

times). They show interesting distribution as to their parts of speech: though yabai and yabe is etymologically 
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adjectives and yabaku is an adverbial form of yabai, 62% of the three forms are used as interjections. That is, they do 

not modify anything. Rather, they show subjective feelings by the speakers. 

 Likewise, we found the interesting behaviors as to the sentiment features. Though yabai is originally related 

to negative values, reversal of polarity is observed: 15% of the three forms expresses positive evaluation. However, 

though the polarity of yabai is somehow weakened in some examples, Japanese yabai seems to hold either positive 

or negative evaluation at least to some extent. So, even if it intensifies the state illustrated by the modified nouns or 

verbs, yabai is not a pure intensifier; rather, it always includes the speakers’ subjective evaluation to the modified 

objects.  

 

5. Discussion 

As we have seen, our findings identified several features on the frequency distribution of each wordform and their 

functions. In addition, differences in the frequency distribution of these meanings and functions of both the Hungarian 

and Japanese NEWs were noted.  

 Regarding the Hungarian data, we found that the wordform without a suffix, i.e. durva is represented in our 

corpus approximately five times more often than the suffixed form, i.e. durván. We also saw that durva and durván 

have markedly different features and functions. The main function of durva is interjection and this NEW does not 

have an intensifier function in the corpus at all. Then, in contrast to durva, durván does not occur as an interjection in 

the corpus at all. Our findings also showed that both durva and durván have a positive or neutral meaning in most 

cases. In the latter case, namely when the given NEW is neutral, it expresses the extreme nature of the topic or the 

surprise of the speaker. We think that the fact that the analyzed words are positive or neutral in most cases reflects the 

desemantization of these NEWs, i.e. their prior negative semantic content has already faded a lot.3 We also learned 

that durva – in contrast with durván – usually has some specific pragmatic function and it is often used as a positive 

politeness marker, i.e. expressing agreement and support towards the speaker, as well as an attention marker. Based 

on the markedly different semantic features and syntactic patterning, we argue that both wordforms in question are in 

an advanced state of semantic-pragmatic development. However, this development has not led to the same result, i.e. 

exactly the same semantic-pragmatic function. 

 Regarding the Japanese data, our discussion can be summarized as follows: First, in the investigation, 

Japanese yabai is annotated based on the criteria that was used for the analysis of Hungarian durva. Though these 

criteria are effective for classifying various examples of yabai to some extent, it is necessary to focus on other features 

as well in order to capture the characteristics of yabai in more depth. Second, basically, the use of yabai can be 

classified into the two types. The first type shows the state of nouns or clauses such as “it is yabai” or “He is yabai.” 

The second shows the subjective emotion of speakers such as “I feel ‘yabai’ to something”. The former can be labeled 
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as “objective use” and tends to be realized as adjectives and adverbs, while the latter can be labeled as “subjective use” 

and tends to be realized as interjections. Third, positive evaluation of yabai tends to be associated with certain contexts, 

such as eating something or complimenting a dog. Fourth, the various pragmatic use of yabai might emerge from 

lexicalization of contextual meanings. When yabai co-occurs with certain phrase such as yabai doushiyou or yabai 

yabai yabai, its contextual meanings are entrenched in the lexical meaning of yabai, and the pragmatic/contextual 

meanings become a part of lexical meaning. Finally, a reduplication of yabai tends to have pragmatic functions. For 

example, Yabai, yabai, yabai has a function to ask for suggestions, meaning “what should I do.” 

 As for the features of NEWs from a comparative linguistic perspective, our study showed that NEWs are 

able to express a range of speaker’s subjective and intersubjective stances in both examined languages, and they 

should be viewed as noteworthy markers of positive politeness (despite this, it is not widely discussed topic in the 

literature). We also observed signs of semantic-pragmatic development (bleaching the prior negative semantic 

content) of NEWs, as well as the differences in the progress and results of this process. In addition, the change of word 

classes was observed in both datasets. For instance, NEWs can be used as interjections in both languages, indicating 

the speaker's emotion, but Japanese yabai and Hungarian durván are mainly used as intensifiers. As far as the main 

differences are concerned, as we mentioned, durva and durván are mostly neutral but yabai is negative in most cases. 

Then, yabai tends to be used as an expletive while Hungarian durván tends to be used as an intensifier.  

 

6. Summary  

Here, we analyzed the wide range of different usage and functions of Negative Emotive Words (NEWs) based on 

corpus data of the Hungarian and Japanese languages. Our findings uncovered several features of the Hungarian and 

Japanese NEWs (along with the similarities and differences between each examined wordform) that had not 

encountered so far, as well as similarities and differences between the two languages. Semantic bleaching of meaning, 

reversal and neutralization of negative semantic content, along with the change of word classes (e.g. interjections and 

intensifiers) were observed in both languages. Closely connected to all of these, NEWs are able to express a range of 

speaker’s subjective and intersubjective stances. At the same time, identified semantic-pragmatic functions and 

syntactic patterning highlighted the progress of these NEWs in the semantic-pragmatic development at different 

levels. What is more, this development has not led to the same result, even within each language. 

 In the future, we intend to carry out a more detailed analysis of the pragmatic features of NEWs. In the study, 

we plan to especially  focus on the semantic and pragmatic development of NEWs over time, utilizing historical 

corpora and corpora of other domains as well. 
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1 In pragmatics, polarity is, in essence, the relation between semantic opposites, such as hot-cold (Israel 2004). Since we are interested in the 

evaluative semantic content, the term sentiment – referring to the evaluative meaning specifically – is more accurate and appropriate here. 

2 A speech act can threaten the other’s “negative face,” their wish to be left in peace, or “positive face,” their wish to be appreciated (Kádár 2017). 

Politeness comes into existence with the other’s face needs in mind: In order to ameliorate the effect of a face threatening act, the speaker will make 

use of negative politeness strategies. What is more, positive politeness strategies express friendliness and solidarity (Daly et al. 2004). 

3 NEWs proceed through a desemantization procedure over time, during which they gradually lose their lexical meaning (for more details, see 

Szabó et al. 2022). 
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Abstract. In Historical Pragmatics, we cannot easily rely on contemporary speakers’ 
introspections. Therefore, quantitative examination of frequency tables assumes particular 
importance. A commonly used statistical technique is Chi-square analysis. However, this 
analysis has a number of limitations that make it unsuitable for investigating chronological time 
series data. Moreover, too much dependency on Chi-square analysis may result in biased and/or 
misleading interpretations. To overcome these shortcomings, this paper recommends the use of 
State-Space Models, more specifically, the Bayesian implementation of Dynamic Generalized 
Mixed-Effects Models (DGMM). The advantages of these models are demonstrated in two case 
studies that examine the variations found in Japanese honorific constructions.  
 
Keywords: Chi-square analysis, State-Space Model, Historical Pragmatics, honorifics 
 
 
1. Introduction: methodological issues in Historical Pragmatics 
Historical Pragmatics is the study of language use in the past, and its development over time — 
although there are differences in definition between the Anglo-American tradition and the 
Continental European style (Goossen 1995; Jucker 2008; Taavitsainen and Jucker 2010). From 
a methodological perspective, one controversy is whether to study a language by relying solely 
on spoken data. In recent literature, however, the clear-cut dichotomy between spoken and 
written language has been challenged, and instead their continuity has been emphasized (Jucker 
2008; Taavitsainen and Jucker 2010). Under this reassessment, each piece of writing is now 
seen as a mixture of different modes of language, thus laying a theoretical foundation for 
justifying the use of written texts in Historical Pragmatics. 

However, this does not mean that all methodological issues are settled. A lingering 
problem for Historical Pragmatics which, in my view, has not received enough attention is the 
choice of quantitative methods. Of course, quantitative studies are not the only research method, 
and it is not my intent to promote one method over another. But in most cases, practitioners of 
Historical Pragmatics have no choice but to develop their arguments by relying on the frequency 
of constructions of their interest; digital corpus archives make this task easy. No one would 
deny that statistical methods are useful for fine-grained investigations. Nonetheless, when 
compared to other fields of humanities or social sciences (such as economics, psychology, and 
sociology), advanced statistical methods have not been as widely used. As a result, simplistic 
statistical models are blindly utilized to the extent that interpretating the data becomes biased 
or even misleading. One such practice is the use of Chi-square analysis. 

The purpose of this present study is, therefore, to introduce an underused and advanced 
 

1 There was a typo in the title included in the program: *Space-State  State-Space. 
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statistical model, the State-Space Model, and to embed Historical Pragmatics into the larger 
context of Digital Humanities (Blei and Lafferty 2006, McCart 2014). After reviewing the 
limitations of descriptive and inferential statistics using Chi-square analysis, this paper presents 
the basics of the State-Space Model, and demonstrates how the analysis is applied to 
chronological data by taking two recent studies of honorifics for our primary examples. 

2. Common practices in the literature
2.1. Descriptive statistics
A departure-point of a corpus/philological study is to create a table summarizing the frequency 
of the observed constructions (see for example Table 1). It is possible to develop an analysis 
that directly interprets the numbers in the table, but this line of descriptive approach has several 
disadvantages. First, the interpretation may depend too much on the researcher’s subjective
impression. Second, the table is just a sample of a larger population, the understanding of which 
is, in most cases, the ultimate goal of linguistic inquiry.

2.2. Inferential statistics: Chi-square analysis
To overcome these problems, inferential statistics has been developed, which allows us to make 
an inference about the structure of the population in a less subjective manner. For example, Chi-
square analysis can be applied to the data in Table 1 ( , df = 1, p-value = 0.02407). 
Under the commonly assumed threshold of  , it would be concluded that the null 
hypothesis that there is no difference between the two time periods is maintained. In such a 
setting, one cannot argue for the presence of a language change. Note that, as an elaborate 
modification, Fisher’s exact test is utilized for smaller sample sizes (aka Collostructional 
Analysis, Gries and Stefanowitsch 2004; Stefanowitsch 2013), but it is essentially the same as 
Chi-square analysis in that it applies to data with a discrete classification table. 

As common as these tests are, they are not suitable for diachronic corpus studies for at 
least the following reasons. First, for Chi-square analysis, we need to categorize the otherwise 
‘continuous’ time variables into an arbitrary ‘discrete’ set of time periods. In Table 1, the 
samples are classified as either occurring before 1951 or after 1950, but this cut-off point is
completely arbitrary, and the results differ under different cut-off points. For example, by using 
two more cut-off points, one could create the results seen in Table 2. Then, when Chi-square 
analysis is applied to these numbers, a very small p-value is obtained ( , df = 3, p-
value = 0.0007), so unlike in our previous table, we could conclude that there was a change in 
language use, despite the fact that the data itself remains unchanged.

Second, in Chi-square analysis, independent fixed effects variables are not 
incorporated. The lack of explicit manipulation of independent/confounding variables can result 
in a biased interpretation. For example, suppose that Construction A is favored in the past tense 

Table 1 A hypothetical classification table for Chi-square analysis.
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throughout the 20th century, and the relatively large number of uses of Construction A during 
1976–2000 in Table 2 is, in fact, not attributed to language change, but to the fact that there are 
many more past tense constructions collected than from the other three time periods. Naïve 
classification tables such as Table 2 fail to differentiate the effect of such confounding variables
from the real chronological change. Thus, we need to explicitly incorporate intra/extralinguistic 
variables, whether they are fixed-effects or random-effects factors.

Finally, a large sample size results in a very small p-value, regardless of there being a 
substantial difference in population. Unlike in traditional experiments, where human subjects 
are recruited and the sample size is often smaller than in corpus linguistics, the data size used 
in corpus linguistics is quite large and thus tends to give a smaller p-value, which in turn makes 
a Type I error more likely. For example, the ratio in Table 3 is exactly the same as in Table 1. 
Nonetheless, due to the large sample size, the null hypothesis is rejected with a small p-value
( , df = 1, p-value = 2.203e-14).

3. State-Space Model
Given the discussion so far, an ideal model for statistical analysis of diachronic language change
should meet the following requirements:

(1) Desiderata
a. Track down the ‘continuous’ language shift/change as clearly as possible.
b. Incorporate fixed-effects/random-effects variables — intra-/extralinguistic factors.
c. Deal with the p-value issue by using a large sample size.

The Bayesian estimation of elaborate Dynamic Generalized Mixed-Effects Models (DGMM), 
as described below (Hagiwara 2021), is demonstrated to have these desired properties, and 
hence to be superior to Chi-square analysis in all respects. 

3.1. State-Space Model
In the State-Space Model, observed values at time t are assumed to be generated on the basis of 
the latent state at a given time, which is related only to the state at the previous time point. For 
example, suppose that the i-th observed value at time t, , is a binary outcome variable,

Table Using different cut-off points for the data in Table 1.

Table 3 A classification table with a larger sample size.
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representing whether the meaning in question is expressed by Construction A (  or
Construction B (   It is assumed that the probability of using Construction B is
determined by the latent state at the given time point. If is large, then Construction
B is likely to be pronounced, and if it is small, then Construction A is more likely. Researchers 
cannot directly observe every value of , and it is a hypothesized construct; for this reason,
it is called the LATENT STATE. The left panel in Figure 1 captures this relation between 
and  , and the mathematical formula describing this relation is called the OBSERVATION
EQUATION. In our case, the equation is expressed as follows:

(2)

The latent state is, however, not assumed to be stable across time; if it becomes larger,
then Construction B becomes more popular. The right panel in Figure 1 represents the change 
of , and the formula describing this chronological relation is called the STATE EQUATION.
While there is a degree of freedom regarding how we postulate the relation, a commonly used 
model is the one with the random-walk structure, as shown in (3). The main objective of the
State-Space Model is to estimate the magnitude of each latent state, so we can track down the 
trend in time series data.

(3)

3.2. Dynamic Generalized Mixed-Effects Model (DGMM)
The aforementioned State-Space Model can be extended by explicitly incorporating intra- and 
extralinguistic factors. For example, irrespective of the year, Construction B may be preferred 
when it is used in the past tense; some predicates are more likely to be used in Construction B,
or Construction B is more easily produced in some genres (sociolinguistic environments). Just 
as in the practice of Variation Theory (Cedergren and Sankoff 1974), the presence or absence 
of certain linguistic features is coded as a fixed-effect variable, and the idiosyncratic property 
of open-class elements (such as verbs and genres) as a random variable (Yamada 2022a, b). For 
example, by taking the i-th observation of the j-th genre at given t, the value of can then 

be modeled as a linear combination of the intercept , the random variable , and the 

Figure 1 State-Space Model: (Left) Observation equation; (Right) State equation.
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fixed-effects term (aka the Dynamic Generalized Mixed-Effects Model or DGMM):

(4) ;

In a recent development in computation statistics, estimation becomes fairly easy 
within the Bayesian framework; the examples introduced in Section 4 are estimated by Stan on 
R (Gelman et al. 2013). For example, Figure 2 shows what the results of DGMM looks like. 
Based on the solid line (the posterior median), and the gray-shaded area (the credible intervals), 
we can interpret how the probability of Construction B changes. Notice that in DGMM, we do 
not segment the time points into a set of arbitrary time ranges, thus circumventing the problem 
of Chi-square analysis in (1)a. As more clearly shown in Section 4, the posterior distributions 
for fixed- and random-effects variables are also calculated (= (1)b), and since the shaded area 
captures the uncertainty, researchers can make an inference without resorting to the notorious 
p-value (= (1)c), as is done in Frequentist statistics. In this way, the three desiderata in (1) are
clearly satisfied. DGMM is superior for diachronic linguistic data in all respects.

4. Case studies
4.1. Case 1: Development of the use of des- in the canonical adjective construction
The honorific allocutivity (i.e., the addressee-honorification system) underwent a significant
change in the 20th century (Kawaguchi 2014); Construction B in (5) became gradually more
popular, making the old variant (Construction A) less common.

(5) a. Construction A: [canonical adj. (i-adj.)] + gozai-mas ‘ADJ-HONU-HONA’
b. Construction B: [canonical adj. (i-adj.)] + des ‘ADJ-HONA’

Yamada (2022a) applied DGMM to the data in CHJ (the Corpus of Historical Japanese), 
assuming the structure in (6) for the population, and revealed how the change was affected by 
several extra-/intralinguistic factors.

Constr. B

Constr. A

Figure 2 Posterior distributions for .
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(6)

those of the fixed- and random-effects are given in Figures 3 and 4, respectively.

4.2. Case 2: Diachronic alternation between sase-te kure and sase-te moraw
When a speaker describes an event, the execution of which is permitted by an authoritative and
honorable person, one of the applicative constructions in (7) is chosen (Yamada 2022b).

(7) a. Construction A: -sase-te kure (kudasar) ‘-CAUS-CV APPL (APPL.HON)’
b. Construction B: -sase-te moraw (itadak) ‘-CAUS-CV APPL (APPL.HON)’

To reveal the historical change of these constructions, Shiina (2021) conducted a 
corpus study using BCCWJ and Aozora Bunko. Applying Chi-square analysis, she concluded
that the non-honorific use of Construction A (-sase-te kure), and the honorific use of 
Construction B became popular in the 20th century.

However, Yamada (2022b), who re-analyzed the Aozora Bunko corpus (the same data
examined by Shiina 2021) points out that the aforementioned generalization is not easy to 

Figure Posterior distributions for the fixed effects.

Figure Posterior distributions for the random effects (i.e., the canonical adjective). 

The estimated posterior distributions for are shown in Figure 2, and
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maintain with the estimated results of the parameters of the following Time Series model 
assumed for the population (Figures 5 and 6); the subscripts i and j represent the i-th observation 
of the j-th verb and is the intercept for the probability of producing Construction B at t,
which has a random walk structure with variance ; represents the uniqueness of the 
verb j, and is the coefficient for the honorification.

(8) ; ;

Figure Estimated probability of -sase-te moraw over -sase-te kure in BCCWJ

Figure 8 Estimated probability of -sase-te itadak over -sase-te kudasar in BCCWJ

J

WJ

Constr. B

Constr. A

Constr. B

Constr. A

Constr. B

Constr. A

Constr. B

Constr. A

Figure Estimated probability of -sase-te itadak over -sase-te kudasar in Aozora Bunko

Figure Estimated probability of -sase-te moraw over -sase-te kure in Aozora Bunko
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Additionally, Yamada (2022b) examined the data from BCCWJ, and suggested (i) that 
the ratio between -sase-te kure and -sase-te moraw remains stable irrespective of the author’s 
birth year; and that (ii) while the use of -sase-te itadak came into use in the 19th century — for 
the simple reason that this construction was never utilized in any earlier period — it did not 
become popular enough to outnumber the competing construction (-sase-te kudasar) (Figures 
7 and 8). In this way, Time Series Analysis enables us to make a finer-grained analysis of 
language change, which would not be so easy to detect with Chi-square analysis. 
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『大会発表論文集』（Proceedings）執筆規定
（日本語による発表をされた方用）

第 25 回『大会発表論文集』（Proceedings）（第 18 号）

日本語用論学会では、2005 年度より、毎年の大会で発表された論文をと
りまとめ、大会後に、『大会発表論文集』を発行しています。つきましては、
大会の「研究発表」、「シンポジウム」、「ワークショップ発表」、「ポスター
発表」にて発表されました皆様で、ご投稿を希望される方々は、以下の
要領で原稿をご提出ください。なお、投稿を希望されない方は提出不要
です。

１．執筆規定

　１．用紙・枚数：
　　　  A4 用紙、横書き。「研究発表」は８ページ以内、「シンポジウム」は当該シンポ

ジウム内の発表 1件につき 6ページ以内、「ワークショップ発表」、「ポスター発表」
は４ページ以内（注：要旨、参照文献を含む。「ワークショップ発表」では、当該ワー
クショップ内の発表 1件につき 4 ページ以内）。字数は自由。

　2．書式：
　　a．  余白は上下 30mm、左右 25mmとする。１行文字数、行数、段組などは自由（た

だし、文字のサイズは極端に小さくしないこと）。
　　b．  原稿の１ページ目には、タイトル（中央揃え）、氏名（右揃え）、所属（E-mail

アドレスは任意）（右揃え）を記し、そのあと２行空けて要旨、本文を続ける。（裏
面の「原稿のイメージ」を参照）

　　　 　* 共著論文の場合は、著者ごとに「氏名（所属）」の様式にて右揃えで記す。
　　c．「はじめに」または「序論」の節は「0.」からではなく、「1.」から始めること。
　　d．例文の前後は１行、各節の前は１行空ける。
　　e．原稿のヘッダーやフッターには、何も記載しないこと。
　　f．注を付ける場合は巻末とし、本文と参照文献の間にまとめて入れる。
　　g．  参照文献のフォーマットは『語用論研究』の投稿規定・スタイルシートに従う

こと（本学会のホームページ https://pragmatics.gr.jp/journal/contribution_
rule.html 参照）。
＜特にご留意いただきたいこと＞
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　　　　　（2）英語の文献名は、内容語の語頭は大文字、機能語の語頭は小文字とする。

　３．要旨：
　　ａ．要旨は（日本語での論文も含め）全て英語によるものとし、約 100 語で書く。
　　ｂ．要旨は＜Abstract ＞とページの左上に記し、行頭をインデントしないこと。

　４．キーワード
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　　ａ．  内容は、大会発表に沿ったものとする。（この際、タイトルの変更は不可とするが、
内容について、発表時のコメントをふまえて修正を加えることは妨げない。）

　　ｂ．使用言語は、発表言語に合わせて、日本語とする。
　　ｃ．  『プロシーディングズ』に掲載した内容は、さらに発展させて、『語用論研究』

に投稿することができる。その場合は、必ず十分な加筆・修正を施すこと。
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３．原稿の提出方法

　　a．  「原稿ファイル」を、本学会のホームページにある「会員専用ページ（マイペー
ジ）」の発表論文投稿画面にてMicrosoft Wordか PDFで投稿する。但し、ワー
クショップの場合は、代表者が全員分を取りまとめて投稿のこと。

　　b．  投稿者の連絡先などの個人情報については、投稿ページの画面に記載された指
示に従い、入力すること。

４．原稿の提出期限

　　2023 年 3月 31 日（金）23:59（日本時間）（この時刻までに投稿を完了すること）
　　　  ＊上記の締切日時を過ぎると投稿ページが閉鎖され、投稿できなくなります。そ

の時点で未提出のものは投稿を希望されないと判断しますので、ご了承ください。

【問い合わせ先】
　日本語用論学会 大会総務委員会 発表論文集（プロシーディングズ）担当　村田 和代
　　proceedings@pragmatics.gr.jp
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Request for submitting manuscripts for the Proceedings of 
the 25th Annual Conference of the Pragmatics Society of 

Japan（PSJ）（Vol. 18）

[For participants who presented papers in English]

　Since 2005, the Pragmatics Society of Japan has been publishing presentations 
given at its Annual Conference for publication in a volume of proceedings. 
The following are instructions for use in preparation of manuscripts by those 
who have presented their work at the Conference as lecture presentationslecture presentations, in 
the symposiumsymposium, in workshopsworkshops, or posterposter sessionssessions and are willing to submit 
manuscripts to the proceedings. It is not necessary to submit your manuscript if 
you are not considering contributing to the proceedings.

Instructions for Preparing Manuscripts

1. Writing requirements1. Writing requirements
1. Paper and length:

All manuscripts should be submitted on A4 size. Manuscripts for lecture presentationslecture presentations 
should be no more than eightno more than eight pages, for the symposium (applied to each presentation at symposium (applied to each presentation at 
the symposium you contribute to)the symposium you contribute to) should be no more than sixno more than six pages, and for workshops workshops 
(applied to each presentation at the workshop you contribute to)(applied to each presentation at the workshop you contribute to), or poster sessionsposter sessions should 
be no more than fourno more than four pages in length. Please note that these length restrictions include the 
abstract and the reference list. There is no restriction on the number of words or characters 
per page.

2. Format:
a.   Margins: top and bottom, 3 cm; right and left, 2.5 cm. Number of lines per page, number 

of characters per line, and line spacing are not restricted (however, extremely small 
characters should not be used).

b.   The first page of the manuscript should begin with the title (all content words should all content words should 
be capitalizedbe capitalized), the author’s name (family name CAPITALIZEDfamily name CAPITALIZED), and the author’s 
affiliation (e-mail address optional), followed, after two blank linesafter two blank lines, by the abstractabstract and 
the main text. (see “The Image of Your Title Page” on the next page)

 *   In the case of co-authored papers, each author’s name and affiliation should be written 
right-aligned under the form of “Name (Affiliation)” with one line for each author.

c. The introductory section or prefatory remarks should be numbered from 1, not 0.
d.   Examples should be preceded and followed by one blank line. Each new section should 
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be preceded by one blank line.
e. No information should be included at the header or footer of each page.
f.   If notes are included, they should be placed at the end, between the main text and the 

reference list.
g.   References should follow the style sheet of Goyoron Kenkyu (Studies in Pragmatics）（see 

the homepage of PSJ  https://pragmatics.gr.jp/journal/contribution_rule.html）
 *   English and Japanese articles are not separately listed and arranged in alphabetical 

order.

3. Abstracts:
a. All abstracts should be written in English and should be about 100 words in length.be about 100 words in length.
b.   The abstract should appear on the first page of the manuscript, after the title, author’s 

name, and author’s affiliation. The abstract should begin with the word ‘<Abstract>’ in 
the upper left corner and the first line should not be indented.

4. Keywords:
a.   A maximum of 5 keywords should be given below the abstract, preceded by one blank one blank 

lineline and ‘【Keywords】: ’. [Refer to the figure below.]
b. Main text should be preceded by two blank lines.two blank lines.

The Image of Your Title Page

<Co-authored paper>
Name1 (Affiliation)
Name2 (Affiliation)

Title
Author’s name

Author’s affiliation

＜Abstract＞

【Keywords】：1, 2, 3,

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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2. Other important points2. Other important points
a.   Aside from necessary corrections based on comments from the audience at your 

presentation, manuscript contents should be faithful to the content of the presentation 
actually given at the Annual Meeting. Especially, you are not allowed to change your paper not allowed to change your paper 
titletitle in the proceedings from the one at your presentation.

b.   Manuscripts should be written in EnglishEnglish (the same language you used at the presentation).
c.   Papers in the proceedings can be submitted to Goyoron Kenkyu (Studies in Pragmatics 

[S/P]) with an appropriate revision.

3. Method of submission3. Method of submission
a.   Your manuscript (Microsoft Word [doc /docx] or PDF) should be uploaded through “LOG 

IN (Mypage)”, on the conference homepage. In case you are an organizer of a workshop, 
you are required to collect and submit manuscripts of all the contributors.

b.   According to the instruction of submission on “Mypage”, you are asked to give information 
on the manuscript as well as author’s name and e-mail address.

4. Deadline of submission4. Deadline of submission
Due no later than 23:59 (JST) on Friday, March 31Due no later than 23:59 (JST) on Friday, March 31stst, 2023, 2023
＊  Please note that the submission page will be closed after the above deadline and you cannot 

submit any paper after that. The Conference Administration Committee will consider that 
not submitting your manuscript by the deadline is equal to you not willing to contribute to 
the proceedings. We appreciate your kind understanding.

＊  If you have any inquiries or concerns, please contact us at the following address by no later 
than Friday, March 24th, 2023:
proceedings@pragmatics.gr.jp（Kazuyo MURATA）
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編集後記

　『日本語用論学会　第25 回大会発表論文集』第18号をお届けいたします。日本語用論学会

では、2005年度より年次大会でのご発表内容を論文集としてとりまとめ、大会後に発行して

おります。今号では、シンポジウム3件、研究発表27件（日本語発表23件、英語発表7件）、

合計30件のご寄稿をいただきました。 第26回大会後は『日本語用論学会　第26回大会発表

論文集』第19号を発行する予定でございますので、どうぞご期待ください。

＊従来、巻末に掲載しておりました 日本語用論学会規約 は、紙面削減のため、割愛させて

いただきました。学会サイト（http://www.pragmatics.gr.jp）をご覧ください。

（『大会発表論文集』編集担当　大志民彩加・中馬隼人・八木橋宏勇）
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